覺憲撰「三國傳燈記」の研究 by 成田, 貞寛
覚
憲
撰
コ
ニ
國
傳
燈
記
」
の
研
究
成
田
貞
寛
幗
南
都
佛
教
復
興
に
關
す
る
考
察
は
、
鎌
倉
佛
教
の
展
開
史
の
中
に
お
い
て
、
極
め
董
要
な
る
地
位
を
占
め
る
こ
と
は
申
す
ま
で
も
な
い
。
そ
の
復
興
運
動
の
契
機
に
つ
い
て
縫
々
こ
れ
數
を
え
る
こ
と
が
出
來
る
が
、
中
で
も
反
省
芒
め
ら
れ
る
こ
と
は
・
從
來
あ
ま
り
に
も
新
興
新
來
の
諸
宗
に
封
す
る
反
動
と
し
て
、
對
立
的
に
と
ら
え
ら
れ
て
來
た
響
え
あ
る
こ
と
で
あ
る
・
む
し
ろ
南
都
佛
教
自
、b
の
歴
史
的
現
實
の
基
盤
の
中
か
、星
れ
て
來
た
も
の
と
し
て
、
と
ら
え
る
こ
と
が
よ
り
自
然
で
あ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
・
勿
論
・
新
興
新
來
の
諸
宗
の
鸚
に
戟
激
さ
れ
た
こ
と
も
霽
で
あ
る
が
、
他
面
、
正
像
末
の
三
時
思
想
に
よ
つ
て
醸
成
さ
れ
來
つ
た
時
代
的
危
機
響
、
時
恰
皐
重
衝
の
南
都
燒
打
の
業
火
を
頂
點
と
す
る
華
件
に
よ
つ
て
、
肚
會
的
現
實
の
問
題
と
し
て
・
一
大
變
革
え
の
機
を
も
た
、ら
し
た
も
の
と
云
ふ
こ
と
が
出
來
る
。
や
が
て
政
治
的
政
策
の
覆
と
し
て
、
源
覇
に
よ
る
南
都
諸
寺
の
復
興
が
企
圖
せ
、b
れ
る
に
及
び
、
南
都
佛
教
界
え
の
内
省
自
覺
が
要
請
せ
ら
れ
、
勃
然
芒
て
お
こ
つ
た
復
古
精
神
を
旺
盛
な
ら
し
め
・
具
體
的
に
は
經
論
の
開
版
妻
、
諸
宗
蠱
日目
録
の
編
集
、
歴
史
書
、
僣
傳
等
の
編
纂
事
業
を
推
進
芒
め
・
又
他
方
で
は
律
疏
招
來
運
動
と
な
り
・
や
が
て
南
都
諸
宗
の
教
學
の
復
興
の
機
を
も
た
ら
し
た
も
の
と
し
て
洵
に
刮
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
Aコ
ツ」
丶
に
、
考
察
せ
ん
与
る
三
國
靂
記
は
、
か
・
る
復
興
蠶
の
さ
き
が
け
と
し
て
・
南
都
の
碩
學
・
誌
の
撰
に
か
丶
る
も
覺
靈
「
三
國
靂
記
」
の
研
究
三
九
二
〇
〇
の
で
あ
る
。
こ
の
書
は
下
卷
の
奥
書
に
よ
つ
て
も
知
ら
れ
る
如
く
、
承
安
三
年
(
=
七
三
年
)
八
月
九
日
、
興
輻
寺
本
願
鎌
足
公
の
謁
像
の
前
で
一
座
講
莚
の
講
師
を
勤
め
た
際
の
草
案
で
あ
り
、
こ
れ
を
筆
寫
し
た
の
が
弟
子
の
信
憲
で
あ
る
。
現
在
、
本
書
の
上
卷
は
慶
應
耄
大
齧
書
館
に
善
査
し
て
所
藏
、
下
卷
は
聾
大
學
璽
日館
に
響
ら
磯
い
る
が
、
霧
は
所
集
明
で
あ
る
.
(も
し
所
在
、
存
知
の
方
が
あ
れ
ば
御
教
示
を
乞
う
)、
下
卷
に
つ
い
て
は
v
か
つ
て
大
屋
徳
城
氏
に
よ
つ
て
紹
介
が
試
み
ら
れ
た
が
、
装
幀
並
に
傳
薯
の
紹
介
に
と
ど
ま
り
、
内
窺
定
に
ま
で
は
ニゴロ及
さ
れ
ず
、
た
穿
爨
2
二
嬾
法
傳
道
縁
起
の
先
驅
を
な
す
も
の
で
あ
る
と
の
評
價
に
絡
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
上
卷
に
つ
い
て
は
、
阿
部
隆
一
先
生
に
よ
つ
て
説
明
が
試
み
ら
れ
、
本
書
を
高
く
評
價
す
る
所
以
に
つ
い
て
次
の
如
く
結
ば
れ
て
い
る
。
師
ち
「本
書
を
高
く
評
價
す
る
所
以
は
、
覺
憲
が
本
講
莚
を
開
く
に
至
つ
た
動
機
に
あ
る
。
覺
憲
が
示
し
た
現
代
え
の
關
心
、
即
ち
末
法
時
に
際
會
し
て
の
佛
法
護
持
の
意
志
、
佛
教
界
改
革
の
所
願
が
史
的
關
心
を
強
く
喚
起
し
、
史
書
撰
逋
を
必
然
的
に
促
し
た
と
云
う
内
面
の
賑
絡
と
精
神
的
動
機
で
あ
る
。
凡
ゆ
る
優
れ
た
る
史
書
は
著
者
の
現
代
え
の
強
烈
な
る
關
心
に
そ
の
成
立
の
動
機
を
發
す
る
。
か
丶
る
意
味
で
文
化
史
的
意
義
に
於
て
、
本
書
は
正
し
く
本
格
的
史
書
で
あ
る
。
本
書
は
單
な
る
本
邦
佛
教
通
史
の
先
驅
た
る
の
榮
譽
を
荷
う
の
み
で
は
な
い
。
眞
の
史
書
は
來
る
べ
き
時
代
の
方
向
を
鼕
口
し
先
驅
す
る
。
・、
の
書
は
鎌
倉
佛
教
に
對
し
、
宵
の
明
星
の
光
茫
を
放
つ
て
い
る
」
と
説
い
て
、
眞
の
史
書
た
る
の
所
以
に
つ
い
て
説
明
を
試
み
ら
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
い
ま
だ
大
屋
徳
城
氏
の
紹
介
を
多
く
出
つ
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
全
文
に
つ
い
て
の
剣
讀
な
り
、
内
容
規
定
に
つ
い
て
の
詳
細
な
る
檢
討
は
進
め
て
お
ら
れ
な
い
。
故
に
ご
丶
で
は
出
來
う
る
限
り
、
本
書
の
傳
承
關
係
を
考
證
し
な
が
ら
、
本
書
撰
逋
の
意
圖
す
る
所
を
探
り
、
そ
の
性
格
の
一
端
に
つ
い
て
言
及
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
二
本
書
の
上
卷
と
下
卷
が
覺
憲
の
弟
子
、
信
憲
の
筆
寫
に
か
丶
る
も
の
と
し
て
、
全
く
の
僚
卷
で
あ
る
こ
と
は
、
傳
承
識
語
等
に
よ
つ
て
腸
ら
か
で
あ
り
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
も
一
應
、
表
紙
見
返
し
に
各
卷
毎
に
標
題
目
次
を
記
し
て
い
る
か
ら
知
こ
れ
に
よ
つ
て
大
要
を
知
る
こ
と
が
出
來
る
。
師
ち
次
の
如
く
で
あ
る
。
先
づ
上
卷
で
は
、
表
白
説
段
前
牟
/
如
來
肇
藩
在
世
三
時
/
結
集
轟
鞴
轢
滅
後
三
時
/
漢
土
傳
來
事
道
士
爭
驗
事
/
明
帝
以
前
來
不
久
事
日
本
傳
來
事
(下
卷
)
論
段
殘
/
國
土
料
簡
時
代
料
簡
/
未
代
殊
可
護
佛
法
事
四
衆
共
可
欣
信
智
事
/
廻
向
旨
趣
所
句
廻
向
本
書
の
冒
頭
は
標
題
目
次
に
續
い
て
、
大
織
冠
内
大
臣
藤
原
鎌
足
公
の
繪
像
を
前
に
し
て
の
表
白
文
と
な
つ
て
い
る
。
部
ち
、
一
代
の
教
主
釋
迦
如
來
等
に
樹
し
て
の
表
白
に
始
ま
り
、
維
摩
經
講
讃
の
お
こ
り
に
つ
い
て
語
る
と
共
に
、
當
代
時
世
の
下
り
た
る
こ
と
え
の
反
省
自
覺
の
歓
除
に
つ
い
て
、
自
二欽
明
聖
朝
一至
一今
上
御
宇
一。
我
朝
佛
法
流
行
。
己
經
ご
六
百
餘
歳
一。
而
時
世
屡
遷
年
代
彌
遠
。
人
無
二智
行
一。
俗
及
二澆
酳
一放
逸
不
怖
。
六
根
之
罪
不
信
。
不
レ調
二
三
業
之
善
つ
因
茲
軸
二大
聖
威
一擇
二尺
教
驗
蛤
菩
提
樹
下
之
靈
像
。
今
不
レ知
二出
没
之
程
一。
商
那
和
修
之
法
衣
。
其
奈
二損
破
廣
狹
一。
何
痛
哉
。
佛
教
當
時
將
隱
。
と
訴
え
て
い
る
。
續
い
て
、
興
輻
寺
本
願
鎌
足
公
え
の
尊
崇
を
語
り
、
山
階
寺
の
建
立
、
再
び
維
摩
經
講
讃
に
つ
い
て
の
濫
觴
と
傳
統
に
つ
い
て
語
る
ヒ
共
に
、
こ
の
會
の
意
義
に
つ
い
て
語
り
、
再
び
教
界
え
の
反
省
に
思
い
を
い
た
し
、
末
代
末
世
之
爲
體
也
無
二清
信
男
女
一。
佛
法
收
レ威
有
二惡
行
比
丘
一。
魔
事
爲
レ崇
。
如
レ醉
而
起
二顛
倒
之
思
】℃
如
レ
眠
而
哥
二貞
直
之
行
一。
彼
阿
難
如
來
之
常
隨
獪
魔
弊
故
令
佛
早
滅
度
。
何
況
於
末
世
比
丘
。
天
魔
誑
二幼
識
鴨
波
旬
誘
二童
蒙
一哉
。
故
像
法
墜
レ
地
在
二今
日
一在
二明
日
。
今
佛
法
修
學
之
侶
、
豈
以
不
痛
哉
。
と
嘆
い
て
、
世
は
ま
さ
に
像
法
の
末
の
世
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
故
に
今
、
少
僣
は
我
が
國
の
佛
法
を
住
持
せ
し
め
、
我
が
覺
憲
撰
コ
ニ
國
傳
燈
記
」
の
研
究
二
〇
一
ニ
　
ニ
法
相
宗
の
教
を
繦
、民
ざ
ら
し
め
な
い
が
た
め
に
靂
講
經
の
講
莚
を
開
き
、
興
法
利
生
を
所
る
の
で
あ
る
と
し
て
・
本
願
羈
巫彎
公
・
脊
權
現
え
の
所
請
き
」
・ら
し
、
最
後
に
、
「佛
法
痔
の
故
に
國
家
輦
、
國
家
輦
の
故
蓁
土
ま
た
無
爲
た
り
・
四
生
の
大
小
・
三
界
の
親
疎
、
同
じ
く
善
苗
を
殖
え
て
共
に
當
果
を
結
ば
ん
」
と
結
ん
で
い
る
。
こ
の
文
に
よ
つ
て
・
本
書
の
行
間
磊
れ
て
い
る
も
の
が
、
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
窺
い
知
る
こ
と
が
出
來
る
と
共
に
、
本
蘿
を
開
く
に
至
つ
た
質
と
・
佛
法
傳
來
の
所
由
を
演
ぶ
る
に
至
つ
た
所
以
に
つ
い
て
窺
い
知
る
こ
と
が
出
來
る
。
さ
て
、
咨
文
に
次
い
で
攀
經
の
講
讃
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
順
襞
第
に
つ
い
て
は
何
等
記
さ
ず
・
表
白
文
の
次
に
改
行
し
て
「
蘓
經
」
と
記
す
の
み
で
あ
る
。
續
い
て
成
道
の
欝
の
項
で
あ
る
。
釋
舘
世
の
本
懷
が
つ
と
に
衆
生
を
化
せ
ん
が
爲
の
も
の
ど
し
て
、
八
相
成
道
示
現
せ
ら
れ
し
所
以
に
つ
い
て
語
た
り
、
法
相
宗
獨
自
の
在
世
、
滅
後
の
三
時
に
つ
い
て
、
イ
ン
ド
に
於
け
る
佛
教
の
傳
燈
を
説
く
と
共
に
、
佛
覆
に
於
け
る
大
小
乘
の
三
藏
の
結
集
に
つ
い
て
明
か
す
の
で
あ
る
・
文
中
・
そ
の
依
據
す
る
典
籍
に
つ
い
て
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
上
卷
で
は
、
宗
家
の
釋
云
、
慈
恩
大
師
釋
云
、
慈
恩
所
釋
中
云
・
大
師
釋
云
・
眞
諦
三
藏
引
薇
細
律
云
、
吉
藏
法
師
、
天
臺
大
師
、
租
師
慈
恩
御
意
に
依
れ
ば
、
等
と
六
ケ
所
ば
か
り
あ
げ
・
依
據
す
る
組
師
名
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
點
、
本
圭
臼
の
下
卷
が
依
據
す
る
租
師
名
を
あ
げ
な
が
ら
、
更
に
仁
王
般
若
經
、
華
面
經
、
佛
譱
・
大
集
經
月
藏
分
・
樫
攝
論
・
辨
中
邊
論
、
月
燈
三
昧
經
等
の
經
文
の
一
部
を
引
用
し
て
説
述
す
る
の
と
は
趣
を
異
に
し
て
い
る
。
さ
て
、
次
に
在
世
の
三
時
、
滅
後
の
三
時
な
る
説
示
は
、
法
相
宗
の
教
剣
と
し
て
、
も
と
解
深
密
經
無
自
性
品
第
五
の
文
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
他
宗
の
教
剣
ど
は
異
な
り
、
祀
師
の
案
出
せ
る
も
の
に
あ
ら
ず
、
佛
の
印
可
し
た
も
の
と
し
て
、
宗
祀
慈
恩
大
師
の
大
乘
法
苑
義
林
章
卷
一
本
、
成
唯
識
論
述
記
卷
一
本
、
第
二
租
慧
沼
の
成
唯
識
論
了
義
燈
卷
一
本
等
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
先
づ
在
世
の
三
時
と
は
、
佛
陀
読
法
の
時
期
を
三
分
し
、
初
時
有
教
、
土日
時
(第
二
時
)
簔
、
今
時
(第
三
時
)
中
道
教
と
云
え
る
も
の
で
あ
り
・
初
時
有
教
と
は
、
佛
陀
が
成
道
後
初
時
麁
野
苑
で
凡
夫
外
道
の
二
乘
に
發
趣
す
べ
き
者
の
た
め
に
、
我
空
法
有
の
旨
を
説
き
・
諸
部
の
阿
含
經
所
説
の
四
諦
の
法
門
が
こ
れ
で
あ
り
、
次
に
昔
時
空
教
と
は
、
二
乘
の
大
乘
に
發
趣
す
べ
き
者
の
た
め
に
、
一
切
諸
法
皆
空
の
旨
を
読
い
て
法
執
を
捨
て
し
め
た
も
う
、
諸
部
の
般
若
經
所
説
の
空
教
が
こ
れ
で
あ
る
。
次
に
今
時
中
道
教
と
は
、
第
三
時
に
於
て
佛
陀
が
普
ね
く
五
乘
の
機
の
た
め
に
、
非
有
非
空
の
唯
識
中
道
の
眞
實
了
義
を
顯
は
せ
る
妙
教
を
説
か
れ
た
も
の
を
云
い
、
解
深
密
經
及
び
華
嚴
經
の
所
読
で
あ
る
。
以
上
在
世
の
三
時
の
教
説
は
佛
陀
善
巧
方
便
の
施
設
に
よ
る
漸
機
誘
引
の
趣
旨
に
よ
つ
て
立
て
た
る
も
の
で
あ
る
が
、
若
し
頓
機
に
あ
つ
て
は
、
何
れ
の
教
説
に
依
る
と
も
直
ち
に
佛
意
を
悟
了
し
て
、
極
理
に
體
逹
す
る
故
に
、
三
時
悉
く
中
道
の
一
教
た
る
わ
け
で
、
何
等
三
時
の
別
が
あ
る
の
で
は
な
い
。
か
く
て
、
三
時
の
教
到
は
必
ず
し
も
佛
陀
説
法
の
年
代
的
順
序
の
み
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
所
詭
の
經
典
よ
り
こ
れ
を
見
ね
ぼ
な
ら
ぬ
と
て
、
こ
丶
に
三
時
の
次
第
に
つ
い
て
、
年
月
の
次
第
に
よ
る
か
、
は
た
ま
た
、
年
月
の
次
第
に
よ
ら
ず
し
て
、
經
典
の
内
容
性
質
な
る
義
類
の
次
第
に
約
す
る
か
の
問
題
が
お
こ
つ
て
來
る
の
で
あ
る
。
慈
恩
の
成
唯
識
論
述
ilna
卷
一
本
に
は
、
三
時
に
年
月
の
前
後
あ
り
と
し
て
い
る
が
き
惠
沼
の
成
唯
識
論
了
義
燈
卷
一
本
に
は
、
こ
れ
に
二
義
あ
り
、
一
に
は
前
後
に
約
し
、二
つ
に
義
類
に
約
す
と
あ
つ
て
、
年
月
の
外
に
更
に
義
類
の
一
義
を
設
け
て
い
る
。
こ
丶
に
本
教
到
に
お
い
て
、
年
月
、
義
類
の
異
詭
紛
諍
を
お
こ
す
原
因
と
な
つ
た
。
蓋
し
こ
の
紛
諍
は
申
國
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
ず
・わ
が
國
の
唯
識
家
に
至
つ
て
論
諍
が
展
開
せ
ら
れ
、
特
に
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
良
算
の
同
學
鈔
卷
一
之
一
、
良
遍
の
觀
心
覺
夢
鈔
卷
上
等
に
於
て
論
義
せ
ら
れ
、
唯
識
教
學
に
於
け
る
名
所
と
ま
で
言
は
れ
る
に
至
つ
た
。
覺
憲
が
在
世
の
三
時
に
つ
い
て
語
る
所
以
、
ま
た
そ
の
影
響
も
大
で
あ
つ
た
で
あ
ら
う
こ
と
を
思
う
も
の
で
あ
る
。
以
上
在
世
の
三
時
に
つ
い
で
、
佛
陀
入
滅
の
所
以
が
衆
生
攝
化
の
大
悲
よ
り
出
ず
る
も
の
で
あ
り
、
根
機
が
あ
い
か
な
わ
ざ
れ
ば
、
途
に
雙
林
に
隱
れ
た
ま
う
た
こ
と
を
語
り
、
次
に
大
小
乘
の
三
藏
に
つ
い
て
の
結
集
、
滅
後
の
三
時
の
項
に
及
ぶ
の
で
あ
る
が
、
こ
丶
で
は
順
序
を
逆
に
し
て
先
づ
滅
後
の
三
時
に
つ
い
て
述
ぶ
る
こ
と
に
し
よ
う
。
在
世
の
三
時
に
對
し
て
滅
後
の
三
時
を
立
て
た
の
は
、
第
二
租
慧
沼
に
し
て
成
唯
識
論
了
義
燈
卷
一
に
明
か
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。
す
で
に
述
ぶ
る
如
く
、
有
空
中
の
三
時
は
漸
機
趣
入
の
次
第
に
約
せ
る
漸
進
的
向
上
の
經
路
で
あ
り
、
調
機
透
引
の
所
に
自
ら
年
月
の
三
覺
憲
撰
コ
ニ
國
傳
燈
記
L
の
研
究
二
〇
三
二
〇
四
時
の
經
過
を
な
す
も
の
で
あ
る
が
、
佛
滅
後
、
イ
ン
ド
に
於
け
る
佛
数
の
興
廢
は
ま
た
、
有
空
中
の
次
第
を
經
過
せ
る
の
觀
が
あ
る
。
印
ち
佛
滅
後
百
年
に
至
つ
て
、
大
天
の
五
事
の
異
議
あ
り
て
教
界
紛
亂
し
、
途
に
分
れ
て
二
十
部
と
な
る
に
至
り
、
次
い
で
第
三
百
年
の
頃
に
迦
多
衍
尼
子
、
發
智
論
を
撰
し
、
次
い
で
法
救
、
世
友
等
出
で
、
こ
れ
を
釋
成
し
、
我
空
法
有
の
小
乘
教
を
説
い
た
か
ら
、
時
人
、
途
に
諸
法
實
有
の
妄
執
を
お
こ
し
て
大
乘
の
法
教
は
多
く
隱
沒
す
。
し
か
る
に
滅
後
七
百
年
の
頃
に
至
つ
て
、
南
天
竺
に
龍
樹
、
世
に
出
で
大
智
度
論
を
造
り
て
、
大
品
般
若
を
釋
し
、
更
に
中
論
、
十
二
門
論
等
を
造
り
、
そ
の
弟
子
提
婆
は
こ
れ
を
受
け
て
百
論
を
著
し
、
實
有
の
執
を
破
つ
て
、
諸
法
皆
空
の
旨
を
宣
説
し
た
。
故
に
時
人
、
こ
れ
を
聞
い
て
多
く
空
見
に
墮
し
た
。
こ
、
に
佛
滅
後
九
百
年
に
至
り
・
無
着
、
世
に
出
で
大
聖
慈
氏
よ
り
玲
契
論
を
相
承
し
、
そ
の
教
の
勝
れ
た
る
こ
ど
の
比
な
き
こ
と
を
説
き
、
世
親
ま
た
、
『
二
十
』
『
三
十
』
の
妙
論
を
読
い
た
が
た
め
に
、
多
く
の
異
生
の
迷
い
を
散
ぜ
し
め
、
非
有
非
空
の
唯
識
中
道
の
教
が
光
輝
を
放
つ
堡
つ
た
の
で
あ
る
.
蓋
し
、
・し
れ
在
世
の
三
時
鋳
し
て
覆
③の
三
時
と
し
て
、
法
相
宗
に
於
て
力
説
せ
る
所
に
し
て
、
イ
ン
ド
に
於
け
る
佛
教
思
想
發
展
の
經
路
次
第
の
必
然
性
を
語
る
も
の
で
あ
る
。
本
書
に
於
て
、
「所
以
中
宗
五
分
、
盛
二行
於
四
天
一。
相
應
十
支
傳
二流
於
五
印
一。
誠
是
至
極
之
中
道
。
能
離
二有
無
之
邊
一。
以
之
名
二
滅
後
三
時
一也
。
」
と
結
ぶ
所
以
で
あ
ろ
う
。
三
次
に
大
乘
小
乘
三
藏
の
結
集
に
つ
い
て
の
記
載
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
慈
恩
の
大
乘
法
苑
義
林
章
第
二
、
諸
藏
章
十
門
分
別
の
中
、
第
一
結
集
縁
起
の
文
に
依
據
す
る
所
に
し
て
、
義
林
章
は
ま
た
、
結
集
三
藏
傳
、
付
法
藏
傳
、
大
智
度
論
第
二
、
眞
諦
三
藏
の
部
執
異
論
疏
第
二
・
大
唐
西
域
記
第
九
、
並
に
四
分
律
等
の
所
説
を
合
集
し
て
説
い
て
い
る
所
で
あ
る
。
迦
葉
之
事
、
迦
葉
結
集
之
事
、
阿
難
結
集
の
事
の
三
項
目
は
、
第
一
結
集
に
關
す
る
一
連
の
記
述
で
あ
る
が
、
初
あ
諸
天
の
迦
葉
え
の
佛
法
建
立
の
所
請
に
次
い
で
、
迦
葉
の
如
來
遺
法
え
の
結
集
の
決
意
と
、
阿
難
の
斷
結
に
よ
る
結
集
え
の
參
加
、
波
旬
の
鑾
と
阿
難
の
法
藏
誦
出
.民
の
次
第
、
及
び
小
乘
の
麟
韈
繋轗
難
離
羅
欝
韈
定
馨
謎
餮
鷲
集
に
對
し
て
・
大
乘
の
三
糶
舞
い
壽
・
文
殊
霧
等
の
菩
薩
、
鐵
圍
の
山
間
瞳
て
大
乘
の
三
鼕
輦
す
と
の
説
を
掲
げ
て
い
る
・
こ
の
誂
縫
來
、
北
魏
の
莓
流
支
三
藏
の
諞
仙
論
、
大
建
華
に
出
つ
る
説
ど
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
も
の
の
誓
で
あ
る
・
師
ち
佛
饗
、
文
殊
菩
鼕
上
首
と
し
て
、
正
法
の
滄
沈
す
る
。」
と
を
恐
れ
、
末
代
の
衆
窒
し
て
こ
の
敏
鬘
け
し
め
ん
が
た
め
に
、
佛
語
を
傳
え
て
具
饕
記
す
と
逋
ぶ
る
も
の
で
あ
る
.
・」
れ
に
よ
つ
て
大
乘
黌
中
の
絮
我
聞
は
・
傳
法
の
菩
蓐
れ
自
ら
曁
、
文
殊
を
指
し
、
小
乘
經
中
の
如
是
裔
は
、
傳
法
の
聖
者
、
阿
難
そ
れ
自
身
を
指
す
こ
と
を
明
し
・
更
に
西
域
記
に
於
て
・
爨
・
妙
吉
奪
の
樊
菩
薩
、
大
乘
の
三
鼕
鼕
す
と
あ
る
は
、
二
義
を
以
て
釋
成
す
べ
し
義
き
・
集
法
蘿
・
闍
王
驚
經
・
正
法
念
經
、
金
剛
仙
論
篝
読
に
聳
て
、
三
阿
難
を
認
め
、
そ
の
廚
糀
羅
は
焉
持
菩
藏
と
云
ふ
か
ら
・
大
乘
の
三
藏
を
輦
す
る
も
の
で
あ
る
羨
し
、
士口
藝
師
、
天
臺
大
師
、
及
び
租
師
慧
大
師
の
意
癧
つ
て
名
を
別
に
す
る
か
ら
・
阿
讐
鬻
と
讐
、
實
は
こ
れ
大
菩
薩
で
あ
り
、
文
殊
、
靄
鏖
・蕚
共
災
乘
の
三
藏
の
顰
の
件
を
な
す
の
で
あ
る
譱
い
て
い
る
。
蒼
、
こ
の
読
は
南
都
譱
の
間
鬟
く
漿
せ
、b
れ
、
爨
の
八
宗
綱
要
、
塗
源
流
章
を
初
め
多
く
の
蕃
に
出
つ
る
所
で
あ
る
。
以
上
諸
大
菩
薩
、
諸
大
阿
羅
漢
に
よ
矣
小
乘
の
三
藏
の
輦
に
つ
い
て
の
読
述
で
あ
る
が
、
本
書
で
は
こ
れ
に
槙
て
・
先
に
も
記
せ
る
如
く
滅
後
の
三
時
ど
し
て
、
イ
ン
ド
に
於
け
る
佛
教
の
興
廢
を
語
り
、
五
部
の
大
論
、
相
應
の
十
支
論
・
イ
ン
ド
に
盛
行
せ
る
所
以
を
説
述
し
、
そ
の
傳
燈
の
如
何
な
る
も
の
な
る
か
を
知
ら
し
め
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
覺
憲
撰
「
三
ia
i傳
燈
記
」
の
研
究
二
〇
五
二
〇
六
四
漢
土
傳
來
の
項
は
、
主
と
し
て
後
漢
の
明
帝
の
遣
使
求
法
の
読
に
つ
い
て
穿
あ
る
が
、
こ
れ
を
三
分
し
て
見
る
こ
と
が
出
來
る
。
印
ち
初
め
に
は
、
後
漢
の
明
帝
の
永
卒
七
年
、
夢
見
金
人
に
よ
り
、
通
人
傅
毅
の
奏
上
、
蔡
倍
等
や
が
て
月
支
國
に
到
り
て
摩
縢
、
法
蘭
に
あ
い
、
こ
れ
を
懇
請
し
て
永
卒
十
年
十
二
月
十
三
日
、
漢
朝
し
達
し
、
明
帝
ふ
か
く
敬
し
、
皇
都
の
西
門
外
に
白
馬
寺
を
建
立
せ
り
と
の
部
で
あ
り
、
次
に
は
摩
騰
の
四
十
二
章
經
の
譯
出
と
、
法
蘭
の
十
地
斷
結
經
等
の
四
部
の
譯
出
に
關
す
る
部
で
あ
り
、
第
三
に
は
漢
の
武
帝
、
昆
明
池
を
穿
ち
て
、
黒
灰
を
得
、
東
方
朔
に
問
い
し
に
、
知
る
所
に
あ
ら
ず
、
法
蘭
に
問
ふ
べ
し
」
と
答
え
・
法
蘭
時
い
た
つ
て
云
は
く
、
「
世
界
す
で
に
盡
き
、
劫
火
洞
燒
す
、
こ
の
灰
な
り
」
と
せ
る
部
で
あ
る
。
以
上
中
國
に
於
け
る
か
く
の
如
き
記
饕
、
種
々
の
段
階
を
經
て
成
立
し
套
考
え
ら
れ
る
が
、
本
書
が
依
據
せ
る
も
の
と
し
て
は
、
慧
皎
の
高
僭
傳
聳
・
道
宣
の
大
唐
内
典
録
卷
一
、
集
古
ム
.佛
道
論
衡
甲
、
廣
弘
明
集
卷
九
、
智
昇
の
開
元
釋
教
録
聳
、
續
集
古
今
佛
道
論
衡
等
で
あ
つ
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
o
次
に
道
士
爭
驗
の
項
は
、
佛
葎
來
の
初
め
、
綾
譬
道
教
舊
の
角
逐
の
次
第
を
記
せ
る
も
の
に
し
て
・
道
宣
の
集
古
今
鑵
論
奮
、
及
び
聟
の
續
集
吏
コ佛
道
論
衡
所
引
の
漢
法
本
内
傳
の
説
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
・
今
し
ば
ら
く
・
本
書
磊
す
ζ
」
ろ
に
聳
て
、
そ
の
角
逐
の
次
第
、
状
況
を
記
せ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。
「永
李
+
四
年
正
月
百
堡
り
・
朝
正
の
次
で
・
五
岳
の
道
士
は
佛
教
譬
法
力
の
驗
箏
い
、
そ
の
眞
僞
を
決
せ
ん
こ
と
を
企
圖
す
る
に
至
つ
た
。
こ
・
に
於
て
・
明
帝
は
正
月
+
吾
・
白
馬
寺
に
集
り
て
比
校
せ
を
」
嵳
約
す
.
+
百
、
明
帝
は
白
馬
寺
に
詣
り
、
摩
縢
、
法
蘭
二
師
に
謁
し
百
く
・
「
五
岳
の
鑾
等
法
師
と
比
檢
せ
を
し
と
を
講
つ
」
と
。
鷹
法
留
く
「
如
來
の
饗
壹
千
年
、
正
に
教
法
東
に
流
れ
・
法
は
譬
く
設
く
る
に
あ
ら
ず
、
道
士
と
讐
試
さ
尋
」
と
、
正
じ
し
纛
な
り
L
と
云
い
、
法
蘭
法
師
も
、
「
佛
教
の
勝
れ
た
る
こ
と
道
教
の
及
ぶ
所
に
あ
丶ら
ず
」
と
言
い
し
に
よ
り
、
明
帝
こ
れ
に
よ
つ
て
、
心
大
に
歡
喜
し
、
乃
ち
文
武
内
外
の
官
人
に
勅
し
て
、
十
五
日
李
旦
、
白
馬
寺
に
集
ま
る
こ
と
を
勅
す
。
こ
、
に
於
て
、
南
岳
の
道
士
、
諸
善
信
等
七
十
人
、
華
岳
の
道
士
、
劉
正
念
等
七
十
人
、
恒
岳
の
道
士
、
桓
文
度
等
七
十
人
、
岱
岳
の
道
士
、
焦
徳
心
等
七
十
人
、
嵩
岳
の
道
士
、
呂
惠
通
等
百
四
十
人
、
五
臺
山
等
の
八
山
の
道
士
、
祕
文
信
等
二
百
七
十
人
、
計
六
百
九
十
名
の
道
士
、
五
百
五
十
四
卷
の
道
敏
典
を
西
壇
に
お
き
、
二
十
七
家
の
經
書
惣
じ
て
二
百
三
十
五
卷
を
中
壇
に
お
き
、
饌
食
奠
祀
百
靈
を
東
壇
に
お
け
り
。
十
四
日
、
明
帝
は
寺
の
南
門
外
に
七
寳
行
殿
を
設
け
、
佛
舍
利
及
び
佛
經
像
を
安
置
す
。
い
よ
い
よ
十
五
日
に
至
り
、
明
帝
道
士
に
謂
い
て
曰
く
、
「
汝
等
驗
を
試
さ
ん
ど
欲
せ
ぼ
、
今
正
に
こ
れ
時
な
り
。
先
づ
汝
等
の
所
能
を
顯
は
し
、
以
て
大
衆
に
靦
せ
し
め
よ
」
。
よ
つ
て
、
道
士
等
經
書
に
火
を
放
ち
た
る
に
、
化
し
て
悉
く
灰
燼
に
歸
す
。
そ
の
間
、
佛
舍
利
は
五
色
の
光
明
を
放
ち
、
直
ち
に
空
中
に
上
り
旋
鐶
す
る
こ
と
蓋
の
如
く
、
遍
く
大
衆
を
覆
い
、
映
じ
て
日
輪
を
蔽
う
。
摩
縢
法
師
ま
つ
阿
羅
漢
果
を
得
、
神
化
自
在
、
本
處
に
還
座
し
て
恰
然
と
し
て
住
す
。
時
に
天
の
寳
華
を
雨
ら
し
、
佛
殿
及
び
衆
僣
上
に
あ
り
。
又
空
中
に
諸
樂
の
音
を
聞
く
。
大
衆
歡
喜
し
、
未
曾
有
と
歎
ず
。
ま
た
法
蘭
法
師
、
偈
を
説
い
て
曰
く
、「狐
は
師
子
の
類
に
あ
ら
ず
、
燈
は
日
月
の
明
に
あ
ら
ず
、
池
は
巨
海
の
納
な
し
。
岳
は
崇
岳
の
礫
な
し
。
法
雲
世
界
に
垂
れ
、
善
種
開
萠
を
得
。
希
有
の
法
顯
通
し
、
處
々
に
群
生
を
化
す
」
。
そ
こ
で
明
帝
、
座
よ
り
法
蘭
法
師
の
足
を
頂
禮
し
、
大
衆
に
勅
し
て
云
は
く
、
「
法
を
求
め
ん
と
欲
す
れ
ば
、
す
丶
ん
で
法
師
の
座
に
近
づ
け
」
、
大
衆
法
蘭
法
師
を
圍
遶
す
。
そ
の
時
法
師
大
梵
音
聲
微
妙
第
一
を
出
す
。
佛
の
功
徳
の
不
可
思
議
を
歎
じ
、
大
衆
を
し
て
、
三
寳
を
稱
揚
し
、
善
法
を
讃
述
せ
し
む
。
又
人
天
の
因
縁
、
地
獄
の
惡
報
を
説
き
、
或
は
小
乘
阿
眦
曇
を
読
き
、
或
は
大
乘
摩
訶
衍
を
説
き
、
或
は
懺
悔
滅
罪
を
読
き
、
或
は
出
家
の
功
徳
を
読
く
。
こ
の
時
、
四
岳
諸
山
の
道
士
、
呂
惠
通
等
六
百
二
十
八
人
、
五
品
以
上
九
十
三
人
、
九
品
以
上
百
七
十
五
人
出
家
す
。
又
京
都
の
治
民
、
張
子
尚
等
二
百
七
十
人
出
家
す
。
明
帝
の
後
宮
、
陰
夫
人
、
王
の
捷
姉
等
百
九
十
人
出
家
す
。
京
都
治
民
婦
女
阿
潘
等
百
二
十
一
人
出
家
す
。
十
六
日
、
明
帝
、
大
臣
並
に
文
武
數
百
人
と
共
に
出
家
剃
髪
す
。
日
々
供
を
設
け
、
夜
々
燈
を
燃
や
し
、
種
々
の
伎
樂
を
な
す
。
三
十
日
に
至
り
、
法
衣
瓶
鉢
等
悉
ぐ
施
し
お
わ
る
。
師
ち
覺
憲
撰
「
三
國
傳
燈
記
」
の
研
究
二
〇
七
ご
〇
八
十
ケ
寺
を
建
つ
。
城
外
に
七
ケ
寺
を
建
て
僣
を
安
じ
、
城
内
に
三
ケ
寺
を
建
て
尼
を
安
ず
。
こ
丶
に
於
て
漢
朝
の
佛
法
こ
れ
よ
り
盛
に
な
り
、
釋
教
相
繼
い
で
お
こ
り
、
沙
門
踵
を
接
し
て
傳
譯
す
。
佛
教
の
莫
大
な
る
こ
と
稱
美
す
る
に
遑
あ
ら
ざ
る
な
り
。
」
と
結
ん
で
い
る
。
蓋
し
、
も
と
よ
り
虚
構
の
説
で
あ
り
、
信
憑
す
る
に
た
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
が
、
覺
憲
ど
し
て
は
、
本
書
の
下
卷
に
於
て
も
言
及
し
て
い
る
如
く
、
佛
教
徒
の
自
法
を
護
る
こ
と
を
忘
れ
て
い
る
現
實
を
省
み
、
道
教
徒
の
自
法
を
護
る
た
め
の
佛
法
を
謗
る
所
以
の
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
佛
道
爭
驗
に
つ
い
て
深
き
關
心
を
示
し
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
明
帝
以
前
來
不
久
事
の
項
は
、
法
琳
の
玻
邪
論
上
下
兩
卷
に
よ
る
所
に
し
て
、
明
帝
以
前
に
於
て
も
、
佛
教
の
中
國
傳
來
に
つ
い
て
語
る
こ
と
が
出
來
る
が
、
明
帝
の
時
に
至
つ
て
始
め
て
佛
教
が
傳
つ
た
と
云
ふ
こ
と
が
云
い
え
ら
れ
る
所
以
に
つ
い
て
述
ぶ
る
と
共
に
、
佛
法
い
ま
だ
中
國
に
渡
ら
ざ
る
以
前
に
も
、
佛
、
三
弟
子
を
中
國
に
遣
し
て
、
中
國
を
教
化
せ
ら
れ
た
と
の
説
を
述
ぶ
る
項
で
あ
る
。
印
ち
如
來
の
滅
後
百
年
、
中
天
竺
に
阿
育
王
あ
り
、
佛
舍
利
を
收
め
て
鬼
神
を
し
て
散
じ
て
、
八
萬
四
千
の
寳
塔
を
起
こ
し
、
炎
淨
提
に
遍
滿
す
。
中
國
九
州
の
中
、
普
ね
く
こ
の
寳
塔
の
寺
あ
り
。
故
に
佛
法
、
周
の
世
に
も
來
つ
た
が
、
秦
の
始
皇
帝
の
三
十
四
年
に
典
籍
を
燒
き
、
諸
塔
を
隱
亡
し
た
。
又
始
皇
帝
の
時
に
、
外
國
の
沙
門
釋
利
防
等
十
八
人
の
賢
人
あ
り
、
佛
經
を
將
來
し
て
帝
に
獻
る
も
、
皇
帝
こ
れ
に
從
は
ず
、
釋
利
防
等
を
國
禁
に
付
し
た
。
と
こ
ろ
が
夜
に
至
つ
て
金
剛
丈
六
の
人
あ
り
て
、
來
り
て
獄
を
破
り
て
、
こ
れ
を
出
さ
し
む
。
よ
つ
て
始
皇
帝
驚
い
て
稽
首
禮
謝
せ
り
。
故
に
又
佛
法
秦
代
に
も
來
た
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
出
來
る
が
、
教
の
傳
來
は
機
と
合
し
な
け
れ
ば
、
流
通
す
る
こ
と
が
出
來
な
い
と
し
て
、
「故
知
、
又
佛
法
來
二干
秦
代
↓
然
而
教
傳
來
機
不
合
無
レ縁
二流
通
殉
至
二後
漢
明
帝
一
教
與
機
相
應
、
世
人
修
二
行
之
一。
故
以
二明
帝
一爲
二支
那
佛
法
之
始
一也
。」
と
諡
き
後
漢
の
明
帝
の
時
に
至
つ
て
始
め
て
教
と
機
と
が
相
應
し
た
が
故
に
、
世
人
こ
れ
を
修
行
し
た
の
で
あ
る
。
故
に
明
帝
を
以
て
中
國
佛
法
の
始
め
と
す
る
な
り
と
説
い
て
い
る
。
蓋
し
、
覺
憲
が
佛
教
傳
來
を
機
教
相
應
と
云
ふ
こ
と
に
關
連
せ
し
め
て
把
握
し
て
い
る
こ
と
は
、
史
實
は
と
も
あ
れ
、
時
代
を
反
影
せ
し
む
る
も
の
と
し
て
、
注
意
す
べ
き
こ
と
で
あ
り
、
や
が
て
彼
の
弟
子
逹
に
よ
つ
て
、
法
相
教
義
を
飛
躍
的
に
展
開
せ
し
め
た
原
由
と
も
な
つ
た
ど
考
え
ら
れ
る
Q五
日
本
傳
來
の
項
は
、
日
本
書
紀
欽
明
天
皇
の
十
三
年
の
條
下
の
文
に
最
も
多
く
依
據
せ
る
こ
ど
は
明
ら
か
で
あ
る
。
師
ち
百
濟
の
聖
明
王
の
佛
像
經
論
を
獻
ず
る
次
第
に
つ
い
て
説
き
、
次
い
で
天
皇
、
佛
像
禮
拜
の
可
否
を
群
臣
に
諮
詞
せ
ら
れ
し
に
、
途
に
決
せ
ざ
れ
ば
、
試
み
に
蘇
我
大
臣
に
禮
拜
せ
し
め
ら
れ
し
に
、
疫
氣
お
こ
り
、
民
そ
こ
な
わ
る
丶
に
よ
り
、
物
部
大
連
尾
興
、
中
臣
連
鎌
子
は
佛
像
を
以
て
難
波
の
堀
江
に
棄
て
、
火
を
放
ち
て
寺
を
燒
き
、
時
に
風
雨
な
き
に
雨
降
り
、
大
殿
を
火
災
す
る
に
至
つ
た
。
そ
こ
で
朝
議
紛
々
と
し
て
彼
此
の
異
論
が
お
こ
つ
た
が
、
天
皇
は
佛
法
を
崇
重
し
て
、
海
内
に
こ
れ
を
布
か
し
め
た
と
説
い
て
い
る
。
更
に
敏
達
天
皇
の
十
三
年
、
豐
浦
尼
寺
建
立
の
こ
と
、
崇
峻
天
皇
の
五
年
、
嶋
大
臣
に
よ
る
大
法
興
寺
建
立
の
こ
と
、
推
古
天
皇
の
元
年
九
月
、
上
宮
太
子
に
よ
る
四
天
王
寺
起
工
の
こ
と
、
次
い
で
推
古
天
皇
の
十
五
年
、
上
宮
太
子
に
よ
る
法
隆
寺
造
立
の
事
を
説
い
て
い
る
が
、
こ
の
文
の
み
は
日
本
書
紀
に
は
な
く
、
お
そ
ら
く
上
宮
聖
徳
法
王
帝
説
の
文
に
よ
つ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
最
後
に
舒
明
天
皇
の
十
一
年
、
百
濟
川
の
ほ
と
り
に
九
重
の
塔
の
建
立
の
こ
と
を
説
き
、
文
を
結
ぶ
に
あ
た
つ
て
、
「今
如
來
遺
法
續
雖
レ傳
二干
我
國
一、
未
レ有
下
智
人
傳
受
各
弘
甲宗
趣
上
」
と
読
い
て
、
眞
の
傳
受
者
の
な
き
こ
と
を
歎
い
て
い
る
が
、
こ
丶
に
覺
憲
の
時
代
え
の
覺
醒
の
聲
を
き
く
こ
と
が
出
來
る
と
共
に
、
宗
趣
を
廣
む
べ
き
こ
と
え
の
決
意
の
程
を
窺
い
知
る
こ
と
が
出
來
よ
う
。
以
上
、
上
卷
に
記
す
所
を
各
項
に
從
つ
て
述
べ
て
來
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
意
圖
せ
る
所
は
、
維
摩
經
講
讃
の
お
こ
り
と
、
こ
の
會
の
意
義
に
つ
い
て
述
ぶ
る
と
共
に
、
三
國
佛
法
傳
來
の
概
觀
を
述
べ
、
時
代
と
教
界
え
の
反
省
、
機
教
相
應
え
の
反
省
の
上
に
立
つ
て
、
我
が
國
の
佛
法
を
住
持
せ
し
め
、
特
に
法
相
宗
の
教
を
繦
え
ざ
ら
し
め
ん
こ
と
を
乞
い
願
い
、
更
に
進
ん
で
興
法
利
生
え
の
所
請
を
訴
う
る
所
に
そ
の
中
心
が
あ
る
と
云
ふ
こ
と
が
出
來
る
で
あ
ろ
う
。
覺
憲
撰
「
三
國
傳
燈
記
」
の
研
究
二
〇
九
二
一
〇
六
下
卷
の
内
容
は
こ
れ
を
分
ち
て
、
四
つ
の
部
分
に
分
つ
こ
と
が
出
來
る
。
即
ち
國
土
料
簡
の
部
分
と
時
代
料
簡
の
部
分
、
末
代
の
四
衆
と
も
に
佛
法
を
護
り
信
智
を
欣
う
べ
き
こ
と
を
述
ぶ
る
部
分
と
、
本
願
聖
靈
鎌
足
公
及
び
傳
燈
先
徳
え
の
恩
を
報
謝
し
奉
る
旨
を
邇
べ
、
安
國
利
民
除
災
與
樂
に
つ
い
て
の
所
願
、
五
趣
四
生
に
至
る
ま
で
一
味
の
盆
を
得
し
め
ん
と
の
回
向
に
つ
い
て
の
部
分
で
あ
る
。
さ
て
、
國
土
料
簡
の
項
に
於
て
は
、
先
づ
我
が
國
が
邊
土
の
中
の
邊
土
、
小
國
の
中
の
小
國
で
あ
る
と
規
定
す
る
と
共
に
、
震
旦
、
月
支
、
五
印
よ
り
遠
く
へ
だ
た
り
た
る
故
に
、
天
竺
の
善
無
畏
三
藏
は
來
朝
し
た
が
、
我
が
國
の
緇
素
は
い
ま
だ
か
つ
て
、
一
人
と
し
て
印
度
に
逹
し
た
者
は
な
い
。
蓋
し
こ
れ
は
邊
國
の
然
ら
し
む
る
所
で
あ
る
と
説
き
、
釋
迦
え
の
追
慕
、
聖
蹟
え
の
追
懐
の
情
を
語
る
と
共
に
、
自
ら
顧
み
て
出
離
期
な
く
、
時
を
は
か
り
て
十
惡
濫
傾
す
る
を
な
げ
き
、
何
れ
の
歳
月
に
か
何
れ
の
聖
衆
に
謁
し
て
、
無
始
の
妄
熏
習
を
翻
じ
て
、
一
念
菩
提
の
心
を
發
す
こ
と
が
出
來
よ
う
か
と
な
げ
い
て
い
る
。
次
に
護
命
僭
正
の
大
乘
法
相
研
神
章
、總
願
三
界
差
別
門
下
の
文
に
よ
り
、
大
日
本
國
は
南
瞻
部
州
の
中
の
二
の
中
州
に
あ
り
、
二
の
中
州
の
中
の
遮
末
羅
州
で
あ
る
と
佛
教
世
界
建
立
の
説
に
從
い
な
が
ら
定
め
、
更
に
西
域
記
所
載
の
國
々
の
事
情
を
か
え
り
み
な
が
ら
、
我
が
國
の
佛
法
の
隆
盛
な
る
こ
と
の
他
國
に
異
る
所
以
を
説
述
し
て
い
る
。
師
ち
小
乘
の
み
を
學
ぶ
怯
沙
國
、
た
穿
大
乘
の
み
を
學
ぶ
瞿
薩
旦
那
國
、
或
は
大
小
兼
學
の
奔
那
伐
彈
那
國
、
或
は
天
神
を
宗
事
と
し
佛
法
を
信
ぜ
ず
、佛
法
お
こ
り
し
よ
り
今
に
至
る
ま
で
、
い
ま
だ
伽
藍
を
建
立
せ
ざ
る
迦
摩
縷
波
國
等
の
如
く
、
ま
た
大
唐
國
の
よ
う
に
道
士
あ
り
て
、
自
法
を
お
こ
す
た
め
に
佛
法
を
誹
謗
す
る
國
等
を
あ
げ
て
、
こ
れ
に
封
比
せ
し
め
、
我
が
國
は
國
封
を
傾
捨
し
て
諸
寺
を
建
立
し
、
多
く
の
僣
尼
を
度
し
、
ま
た
大
小
の
經
論
及
び
章
疏
等
多
分
に
來
り
、
た
め
に
三
學
を
學
ぶ
者
、
年
々
少
な
か
ら
ず
、
四
部
の
徒
、
歳
々
ま
こ
と
に
多
く
、權
現
聖
人
和
光
垂
跡
、感
應
大
士
人
同
塵
利
生
と
結
び
、花
嚴
宗
は
最
要
な
り
と
述
べ
て
、
我
が
こ
の
日
本
は
大
乘
の
世
界
で
あ
り
、
大
乘
根
性
の
世
界
で
あ
る
と
料
簡
し
て
い
る
。
更
に
ま
た
、
我
が
國
の
佛
法
流
布
の
由
來
を
か
え
ひ
み
、
如
來
の
減
後
百
年
、
阿
輸
迦
王
は
寳
塔
を
お
こ
し
て
こ
の
國
に
出
し
、
繼
體
天
皇
は
佛
像
を
感
じ
た
ま
い
、
自
後
欽
明
天
皇
は
釋
迦
佛
像
に
歸
依
し
、
上
宮
太
子
は
法
華
妙
典
を
弘
め
、
累
代
の
聖
王
は
三
寳
に
歸
依
し
、
賢
臣
は
踵
を
繼
い
で
一
乘
を
修
行
し
、
國
封
を
傾
捨
し
て
寺
塔
を
建
立
し
、
家
財
を
割
分
し
て
大
乘
を
崇
重
す
る
旨
を
説
き
、
聖
王
は
赤
子
の
愍
み
を
萬
民
に
降
し
、
寒
暑
の
恩
を
四
衆
に
お
よ
ぼ
し
、
か
つ
ま
た
南
北
に
眞
宗
を
弘
め
、
顯
密
の
教
を
お
さ
め
、
こ
れ
に
よ
つ
て
國
毎
に
大
乘
を
も
て
あ
そ
び
、
家
毎
に
一
佛
乘
を
求
め
る
よ
う
に
な
つ
た
。
ま
こ
と
に
日
本
國
は
大
乘
善
根
の
界
で
あ
り
、
人
衆
は
菩
薩
種
姓
の
類
で
あ
る
と
説
き
、
更
に
華
嚴
經
菩
薩
住
處
品
の
文
を
引
き
、
そ
の
所
説
に
從
つ
て
、
我
が
國
の
諸
山
に
諸
尊
の
所
居
し
た
ま
う
こ
と
を
擬
え
誂
く
傳
承
あ
る
こ
と
を
説
い
て
、
こ
の
國
を
以
て
輕
ん
ず
べ
か
ら
ず
、
諸
佛
大
聖
の
所
居
し
給
う
所
で
あ
る
と
読
き
、
そ
の
人
を
貴
ぶ
べ
し
、
菩
薩
乘
姓
の
淨
沈
す
る
所
で
あ
る
と
料
簡
し
て
い
る
。
さ
て
、
次
に
は
再
び
我
が
國
の
佛
法
流
布
に
思
い
を
い
た
し
、
欽
明
天
皇
の
御
宇
十
三
年
壬
申
の
年
に
は
じ
ま
り
、
今
上
陛
下
の
承
安
三
年
癸
巳
の
年
に
至
つ
て
、
六
百
二
十
二
年
で
あ
る
が
、
佛
法
は
ま
さ
し
く
人
に
依
っ
て
久
し
く
住
し
、
ま
た
人
に
依
つ
て
衰
滅
す
る
の
で
あ
る
と
反
省
を
促
し
、
現
実
を
か
え
り
み
て
、
今
こ
丶
に
末
代
僭
俗
の
體
た
ら
く
た
る
や
、
恐
ら
く
佛
法
隱
沒
の
基
と
な
す
か
、
在
家
の
男
女
は
信
心
疎
に
し
て
三
寳
を
重
ぜ
ず
、
出
家
の
僣
侶
は
智
行
を
闕
い
て
名
利
の
思
い
深
く
、
不
當
な
る
行
爲
こ
と
に
甚
だ
し
く
、
形
は
沙
門
に
似
て
い
る
が
心
は
出
家
で
は
な
い
。
し
か
も
大
僭
戒
檀
に
の
み
登
つ
て
、
比
丘
戒
檀
に
登
ら
ず
、
名
利
の
爲
に
佛
法
を
修
學
し
、
伎
藝
を
思
い
て
無
生
の
理
を
學
ぶ
の
で
あ
る
。
故
に
智
者
は
橋
慢
の
心
が
甚
だ
し
く
、
愚
者
は
そ
れ
に
隨
つ
て
嫉
妬
の
思
い
が
深
い
。
や
丶
も
す
れ
ば
諸
寺
鬪
亂
し
、
修
學
は
こ
れ
が
た
め
に
廢
し
、
或
は
怨
ん
で
寺
塔
を
焚
燒
し
、
泥
黎
の
報
を
お
そ
れ
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
と
論
じ
、
仁
王
般
若
經
、
蓮
華
面
經
所
読
の
師
子
、
身
中
の
虫
の
譬
読
を
あ
げ
て
、
四
部
の
徒
の
ま
さ
し
く
佛
法
を
護
る
べ
き
こ
と
の
大
切
な
る
こ
と
を
読
い
て
こ
の
項
を
絡
つ
て
い
る
。
蓋
し
、
覺
憲
が
こ
の
項
に
於
て
力
説
せ
る
と
こ
ろ
は
、
我
が
國
が
大
唐
印
度
に
對
し
て
邊
土
の
中
の
邊
土
で
あ
る
と
規
定
し
、
ま
た
他
面
、
南
瞻
部
州
の
中
、
二
の
中
州
の
中
の
遮
末
羅
州
で
あ
る
と
覺
憲
撰
コ
ニ
國
傳
燈
記
」
の
研
究
一二
一
、
一二
二
説
き
、
佛
法
國
で
あ
る
所
以
を
説
い
て
そ
の
特
色
を
語
り
、
我
が
國
を
以
て
、
大
乘
の
世
界
で
あ
り
、
大
乘
根
姓
の
世
界
で
あ
る
と
料
簡
し
、
佛
法
布
流
の
由
來
を
か
え
り
み
て
、
諸
佛
大
聖
の
所
居
し
給
う
所
で
あ
り
、
菩
薩
乘
姓
の
淨
沈
す
る
所
で
あ
る
と
規
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
ま
た
更
に
痛
感
せ
し
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
現
實
の
教
界
え
の
反
省
に
於
て
、
四
部
の
徒
の
墮
落
を
な
げ
き
、
佛
法
を
護
る
べ
き
と
の
決
意
は
促
し
、
王
法
と
佛
法
と
の
相
資
の
上
に
、
佛
法
の
榮
ゆ
る
こ
と
を
願
う
こ
と
切
な
る
も
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
七
次
に
時
代
料
簡
の
項
に
於
て
は
、
先
づ
現
實
の
南
都
北
嶺
の
諸
寺
の
法
滅
の
形
勢
を
な
げ
き
か
な
し
み
、
正
像
末
の
三
時
に
つ
い
て
の
料
簡
を
試
み
て
い
る
。
師
ち
、
慈
恩
大
師
の
大
乘
法
苑
義
林
章
卷
第
十
一
、
金
剛
經
讃
述
卷
上
、
金
剛
般
若
論
會
釋
等
の
説
に
從
つ
て
、
如
來
の
逶
法
に
正
像
末
の
三
時
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
更
に
金
剛
般
若
論
會
釋
卷
上
の
所
諡
に
よ
つ
て
、
正
像
末
三
時
の
年
數
を
計
る
に
、
二
釋
あ
り
と
し
て
、
「
一
云
、
正
法
五
百
年
、
像
法
一
千
年
、
末
法
萬
年
。
一
云
、
正
法
千
年
、
像
法
如
前
。
今
此
二
義
中
、
以
正
法
千
年
爲
正
義
」
と
説
い
て
、
二
釋
の
中
、
正
法
千
年
説
を
以
て
正
義
と
な
す
と
論
じ
、
更
に
佛
地
論
所
説
の
如
來
の
減
後
、
千
載
以
前
は
清
淨
一
味
で
乖
諍
も
な
か
つ
た
が
、
千
載
以
後
に
至
つ
て
、
空
有
の
異
論
が
お
こ
つ
た
と
の
読
を
引
用
し
て
、
正
法
止
住
千
年
読
を
と
っ
て
い
る
。
更
に
ま
た
祇
滬
精
舍
碑
の
正
法
千
年
、
像
法
千
年
、
末
法
萬
年
説
、
並
に
金
剛
般
若
論
會
釋
卷
上
に
記
す
、
正
法
は
本
來
千
年
止
住
の
筈
な
る
に
、
女
人
の
出
家
入
團
を
許
し
た
る
が
故
、
教
團
の
間
に
諸
種
の
紛
亂
お
こ
り
、
正
法
の
止
住
が
五
百
年
に
牟
減
し
た
が
、
比
丘
尼
に
八
敬
法
を
行
は
し
め
た
が
た
め
に
、
か
え
つ
て
五
百
年
を
増
す
こ
と
が
出
來
た
の
で
あ
る
と
の
意
を
と
つ
て
、
正
法
千
年
読
を
正
義
と
し
て
標
榜
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
丶
に
改
め
て
現
實
の
時
代
を
か
え
り
み
、
正
像
末
の
中
、
何
れ
の
時
そ
や
と
問
い
、
僣
衆
の
不
和
合
、
天
下
の
亂
れ
、
我
が
朝
の
佛
法
の
隱
沒
せ
ん
こ
と
を
お
そ
れ
か
な
し
み
、
如
來
滅
後
の
年
代
に
内
外
傳
説
の
異
観
あ
り
て
、
一
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
を
述
べ
、
大
集
經
月
藏
分
の
如
來
滅
後
、
五
ケ
五
百
歳
の
誑
を
併
用
し
て
、
蒔
代
料
簡
を
試
み
て
い
る
。
師
ち
如
來
滅
後
二
千
年
説
に
依
れ
ば
、
今
時
は
正
像
末
の
中
、
す
で
に
末
法
の
時
代
に
入
り
、
五
ケ
五
百
歳
の
説
に
充
當
す
れ
ば
、
第
五
鬪
諍
堅
固
の
時
代
で
あ
り
、
緇
素
何
れ
も
和
せ
ず
、
日
域
の
佛
法
は
龍
宮
の
大
森
に
歸
せ
ん
と
す
と
、
そ
の
隱
沒
の
歌
を
な
げ
い
て
、
末
法
の
時
代
に
入
れ
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
し
か
し
他
面
、
更
に
玄
弉
三
藏
の
西
域
傳
に
よ
つ
て
、
戒
賢
論
師
の
出
世
が
、
如
來
遺
法
の
い
ま
だ
二
千
年
に
及
ば
ざ
る
問
で
あ
る
と
し
て
、
玄
弉
三
藏
の
渡
天
年
代
、
戒
賢
論
師
と
の
面
謁
年
時
、
等
を
勘
案
し
て
如
來
滅
後
の
年
代
を
算
定
し
て
い
る
。
印
ち
護
法
菩
薩
の
出
世
は
、
如
來
滅
後
千
百
年
の
こ
と
で
あ
り
、
戒
賢
論
師
は
三
十
戯
に
し
て
護
法
菩
薩
に
從
い
、
外
道
を
降
伏
し
た
。
玄
弉
三
藏
は
唐
の
太
宗
の
貞
觀
三
年
に
渡
天
し
た
が
、
時
恰
も
日
本
の
第
三
十
五
代
舒
明
天
皇
の
印
位
元
年
に
當
る
。
か
く
て
玄
弉
三
藏
は
貞
觀
六
年
壬
辰
年
に
那
爛
陀
寺
に
到
り
、
正
法
藏
に
謁
し
た
が
、
戒
賢
論
師
は
行
年
百
六
歳
で
あ
つ
た
。
か
く
し
て
戒
賢
論
師
は
三
十
歳
の
時
、
外
道
を
降
伏
し
て
百
六
歳
に
至
つ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
七
十
七
年
を
經
過
し
て
お
り
、
如
來
滅
後
千
百
七
十
七
年
に
あ
た
り
、
貞
觀
七
年
よ
り
日
本
の
承
安
三
年
ま
で
は
、
五
百
四
十
一
年
を
經
過
し
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
を
合
す
る
と
、
如
來
滅
後
千
七
百
十
八
年
に
相
當
す
る
と
算
定
し
、こ
れ
を
大
集
經
月
藏
分
の
五
ケ
五
百
年
の
説
に
充
當
す
れ
ば
、
第
四
の
五
百
歳
輻
徳
堅
固
の
時
で
あ
り
、
正
像
末
の
中
、
像
法
の
末
に
相
當
す
る
と
料
簡
し
、
こ
＼
に
於
て
、
像
法
日
々
に
傾
き
、
幅
徳
時
々
に
衰
え
、
鬪
諍
し
ば
し
ば
相
催
し
、
像
法
ま
さ
に
隱
れ
ん
と
す
と
説
い
て
、
こ
の
項
を
結
ん
で
い
る
。
蓋
し
、
覺
憲
の
こ
の
時
代
料
簡
は
、
ど
こ
ま
で
も
法
相
宗
傳
統
の
時
代
料
簡
に
依
據
せ
る
も
の
で
あ
る
が
、
現
實
の
時
代
の
樣
相
に
接
し
て
は
、
末
法
時
に
入
れ
る
こ
と
を
も
否
定
せ
る
も
の
で
は
な
い
如
く
で
あ
る
。
し
か
し
究
極
的
に
は
、
像
法
時
の
末
と
料
簡
し
、
佛
法
の
隱
沒
の
近
き
に
あ
る
こ
と
を
警
告
し
て
い
る
と
云
ふ
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
て
か
丶
る
危
機
觀
は
、
慈
恩
等
の
先
蹤
に
な
ら
い
、
や
が
て
彌
勒
信
O
仰
と
し
て
展
開
し
、
そ
の
弟
子
逹
に
よ
つ
て
大
い
に
鼓
吹
せ
ら
る
る
に
至
つ
た
。
inl
憲
撰
コ
ニ
國
傳
燈
記
」
の
研
究
一二
三
一=
四
八
末
代
殊
に
佛
法
を
護
る
べ
き
事
の
項
に
於
て
は
、
銑
に
佛
法
に
入
る
の
者
た
ち
に
は
、
先
づ
佛
法
を
修
學
す
れ
ば
、
佛
法
の
壽
命
を
さ
丶
え
、
こ
れ
を
尊
重
す
れ
ぼ
、
難
思
の
利
盆
を
獲
る
と
設
い
て
、
如
來
の
遺
法
を
惜
し
む
べ
き
を
説
き
、
玄
弉
、
義
淨
兩
三
藏
の
如
き
は
、
大
教
を
弘
む
る
た
め
に
、
身
命
を
投
げ
出
し
て
渡
天
し
、
我
が
國
に
於
て
も
、
道
照
、
道
慈
、
傳
教
、
弘
法
等
の
高
僭
は
・
顯
密
の
法
を
我
が
國
に
傳
え
る
た
め
に
、
萬
里
の
波
濤
を
越
え
て
大
陸
に
渡
つ
た
の
で
あ
る
と
説
き
、
更
に
無
性
攝
論
・
辨
中
邊
論
・
月
燈
三
昧
經
、
大
集
經
等
に
説
か
る
丶
、
身
命
を
捨
て
丶
法
を
求
む
べ
く
、
又
法
を
護
る
べ
く
、
そ
の
功
徳
の
超
勝
な
る
べ
き
・
の
文
を
引
用
し
て
、
こ
の
項
を
絡
つ
て
い
る
。
次
に
四
衆
共
に
信
智
を
欣
う
べ
き
事
の
項
に
於
て
は
、
若
し
信
あ
つ
て
智
な
き
の
人
は
、
愚
痴
を
ま
し
、
惠
あ
つ
て
信
な
き
の
人
は
・
邪
見
を
増
し
、
共
に
不
備
な
る
者
な
り
と
し
て
、
前
者
に
封
し
て
は
、
佛
教
を
習
學
し
て
智
惠
を
開
發
し
・
後
者
に
對
し
て
は
・
三
寳
を
輕
ろ
ん
ぜ
ず
し
て
、
深
く
因
果
を
信
ず
べ
き
の
旨
を
説
き
、
次
に
信
も
な
く
惠
も
な
き
者
は
螻
蟻
蚊
蛇
の
類
に
し
て
・
來
世
必
ず
惡
道
に
墮
し
、
惡
趣
を
出
ず
る
こ
と
が
出
來
ず
、
若
し
信
も
惠
も
共
に
具
す
る
の
人
は
、
淨
土
の
菩
薩
に
近
い
。
深
く
こ
の
旨
を
知
る
べ
き
で
あ
る
と
誂
い
て
い
る
。
蓋
し
、
覺
憲
の
か
、
る
求
法
並
に
護
法
え
の
警
覺
は
、
や
が
て
興
律
運
動
、
律
疏
招
來
運
動
と
な
り
、
南
北
二
京
に
於
け
る
戒
覆
興
耄
た
ら
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
%
ま
た
四
衆
と
も
簷
智
を
欣
う
べ
き
こ
と
を
誂
く
所
以
は
・
ま
さ
に
あ
る
べ
き
佛
徒
の
行
き
方
を
示
し
た
も
の
と
し
て
、
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
九
次
に
廻
向
旨
趣
の
項
に
於
て
は
、
こ
の
一
座
講
經
決
擇
の
お
こ
り
が
、
專
ら
本
願
聖
靈
大
織
冠
内
大
臣
鎌
足
公
の
恩
徳
を
報
謝
し
奉
り
、
春
日
明
神
の
た
め
に
法
樂
を
陪
増
し
奉
る
た
あ
で
あ
る
と
し
、
先
づ
鎌
足
公
の
御
功
績
を
述
ぶ
る
と
共
に
・
鎌
足
公
が
募
定
惠
和
尚
に
談
山
の
地
に
寺
塔
を
建
て
、
釋
教
を
流
布
せ
よ
と
の
夢
告
、
更
に
は
増
賀
上
人
の
夢
の
記
に
基
づ
い
て
、
大
織
冠
聖
靈
こ
そ
、
近
く
は
維
摩
居
士
の
後
身
、
遠
く
は
金
粟
如
來
の
應
現
で
あ
り
、
釋
教
の
流
布
、
興
隆
の
濫
觴
は
一
重
に
大
織
冠
鎌
足
公
の
御
力
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
國
家
の
安
全
、
藤
原
氏
一
門
の
繁
榮
も
ま
た
彼
の
力
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
詭
い
て
い
る
。
更
に
我
が
寺
の
維
摩
會
は
、
實
に
顯
宗
佛
法
の
壽
命
で
あ
り
、
そ
の
先
蹤
は
大
織
冠
内
大
臣
鎌
足
公
の
創
め
た
ま
う
と
こ
ろ
で
あ
り
、
五
百
年
の
歳
月
を
經
る
も
か
く
の
如
く
で
あ
る
。
故
に
海
内
の
碩
學
、
天
下
の
高
才
、
維
摩
經
の
文
を
講
じ
義
を
討
ね
、
世
々
の
後
宮
、
代
々
の
公
卿
等
、
續
々
と
し
て
供
役
し
、か
く
し
て
不
二
の
玄
談
を
傳
え
、維
摩
の
奥
旨
を
留
め
る
こ
と
が
出
來
る
の
で
あ
る
。
若
し
こ
の
會
に
於
て
か
く
の
如
き
で
あ
る
な
ら
ば
、
蓋
し
、
我
が
朝
に
お
い
て
、
初
め
て
佛
教
に
歸
す
る
こ
と
を
得
た
の
は
、
上
宮
太
子
の
御
力
で
あ
り
、
佛
法
を
久
し
く
我
が
國
に
住
芒
め
し
は
、
本
願
聖
靈
鎌
足
公
の
御
力
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
つ
て
、
在
家
出
家
・
自
宗
他
宗
を
問
は
ず
・
三
寳
に
歸
依
し
、
佛
教
を
學
ぶ
者
、
そ
の
恩
徳
を
報
謝
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
し
て
や
我
が
寺
の
檀
越
、
我
が
宗
の
學
侶
に
於
て
お
や
で
あ
る
。
こ
、
に
少
僭
は
、
家
に
於
て
は
藤
氏
の
末
麿
で
あ
り
、
忝
な
く
も
曩
祀
の
徳
を
思
い
、
法
に
入
り
て
は
、
山
階
寺
の
學
侶
で
あ
り
、
深
く
居
士
の
哀
れ
み
を
さ
と
り
、
こ
丶
を
以
て
大
織
冠
内
大
臣
の
御
影
に
香
花
燈
明
を
備
え
、
法
服
を
著
し
、
手
に
香
呂
を
さ
丶
げ
、
無
垢
の
妙
文
を
講
じ
'
佛
教
の
由
來
を
の
べ
、
故
に
惠
業
を
生
じ
、
專
ら
本
願
聖
靈
の
恩
徳
を
報
謝
し
奉
り
、
更
に
ま
た
春
日
大
明
神
の
法
樂
を
増
し
奉
る
の
で
あ
る
と
結
ん
で
い
る
。
所
句
の
項
に
於
て
は
、
金
輪
陛
下
の
+
笠
、醤
く
、
百
王
の
流
れ
久
し
く
、
三
寳
を
崇
む
る
は
安
國
利
民
を
以
て
し
・
佛
教
に
歸
す
る
は
除
災
與
樂
を
以
て
す
る
こ
ど
を
述
べ
、
次
い
で
禪
定
仙
院
國
母
殿
下
、
諸
宮
諸
院
、
王
子
王
女
の
轉
磆
爲
疆
、
増
壽
延
年
を
所
り
、
殊
に
は
關
農
下
藤
氏
群
卿
の
息
災
憲
、
福
藩
長
を
所
る
と
共
に
、
諸
寺
安
穩
、
佛
法
繁
昌
を
所
り
・
理
運
の
災
難
を
改
め
て
・
現
來
速
疾
に
退
散
し
、
非
常
の
惡
事
を
改
め
て
、
當
來
未
發
に
解
脱
せ
ん
こ
と
を
所
つ
て
い
る
・
、
覺
憲
撰
「
三
國
傳
燈
記
」
の
研
究
二
一
五
　
ニ
よハ
回
向
の
項
に
於
て
は
・
專
寺
他
寺
を
云
は
ず
・
顯
宗
密
委
論
ぜ
ず
、
或
は
名
利
の
た
め
に
佛
法
を
修
學
し
、
還
つ
て
佛
法
の
魔
事
を
な
す
者
・
或
竺
旦
の
鷺
に
よ
り
三
寳
に
違
背
す
暑
、
或
は
惡
念
を
改
翻
し
て
、
い
ま
だ
魔
道
の
報
を
遁
れ
ず
し
て
、
ま
さ
に
　
　
な
ま
ぎ
く
ムコ
こ
れ
ゑ
　
し
へ
み
ゑ
　
　
ぞ
て
へ
なな
つ
て
　
あ
に
　
し
へ
　
く
　
　
を
　
で
へ
　
　
を
　
る
の
蕪
鞭
灘
議
へ辮
鸛
難
緯
　難
靆
　
　
　
の
お
こ
り
が
　
ミ
の
は
ゑ
た
ま
う
も
の
で
あ
り
へ
こ
を
そ
　
めホ
　
あ
の
　
　
で
あ
る
へ
と
し
の
　
の
　
　
に
つ
ツ
難
飜
轗
難
へ欝
鸚穩
驫
鵜
　糠
繋
に
籍
覆
入
ら
ん
と
の
藝
は
・
書
文
の
同
曾
善
苗
を
殖
え
共
に
箪
を
結
ば
ん
と
の
結
文
に
相
い
應
ず
る
も
の
と
云
,つ
。」
と
が
甥
薪
記
す
所
を
各
覆
っ
て
説
き
・
そ
の
意
圖
莓
を
覊
し
垂
羹
が
、
そ
の
忠
と
せ
る
所
は
、
ど
,、
ま
で
も
我
が
票
佛
畿
で
あ
る
に
か
・
わ
ら
ず
、
今
や
法
滅
の
時
を
迎
え
て
い
る
こ
と
を
な
げ
き
、
佛
法
を
護
る
鐸
し
と
を
訴
.λ
る
と
共
に
・
本
願
靈
躄
公
え
の
恩
覊
謝
と
、
想
共
に
籍
海
に
入
ら
ん
と
の
鏨
鰓
に
あ
つ
た
と
云
.つ
,」
と
が
出
來
鬯
あ
ろ
う
゜
今
・
不
幸
に
し
て
霧
姦
毳
以
て
・
本
薹
文
の
脈
絡
な
り
、
鑾
の
全
體
に
亙
つ
て
、
知
る
・」
と
は
出
來
な
い
カ
そ
の
意
圖
芸
所
が
奈
邊
に
あ
る
が
を
窺
い
智
し
と
が
出
來
る
で
耄
う
、
し
か
ら
ば
、
爨
の
三
國
佛
法
篷
縁
起
の
内
容
の
姫
く
、
諸
宗
の
各
々
量
點
を
奪
・
三
國
佛
法
の
傅
通
を
叙
述
せ
耄
の
と
は
、
そ
の
趣
を
異
に
し
て
い
る
・」
と
は
明
、b
か
で
あ
る
。
鑒
0
が
本
朝
高
繪
傳
に
覺
憲
を
傳
し
て
、
杖
錫
所
レ駐
・
四
衆
景
從
。
…
・憲
略
二紬
八
宗
大
輝
。
勒
二成
三
國
通
鍵
。
以
授
角
弟
子
笋
。
と
記
し
て
い
る
が
三
竪
鈔
は
・
羣
ら
-
三
國
靂
記
の
こ
と
で
あ
り
、
、こ
の
内
容
に
し
て
始
め
て
、
門
弟
等
に
授
く
と
云
.つ
表
現
も
・
舞
で
は
な
い
よ
う
暑
え
ら
れ
る
.
又
、
四
衆
景
聳
云
う
表
現
の
中
に
、
讐
そ
の
人
の
人
格
耄
く
み
と
る
。」
と
が
出
來
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
・
何
れ
に
し
て
も
、
奢
攀
案
塑
り
讐
齧
に
於
け
る
、
南
都
袰
徒
の
行
く
べ
き
道
を
明
示
せ
耄
の
と
し
て
・
そ
の
影
響
大
で
あ
り
、
格
調
高
き
も
の
で
あ
る
蕚
自・つ
・し
と
が
出
來
る
で
あ
う
つ
.
もま
驫
轢
蕪
糠
{韈
靉
鑷
雛
　驚
謙
②
定
蕊
戮
藤
罷
齢
繋
ギ
鑒
に其
の
萋
三
杲
佛
贅
爨
籌
收
)
③
阿
部
隆
一
蓍
三
國
遷
蓉
上
に
つ
い
て
L
)騫
義
塾
璽
.館
蔵
、
和
鑾
.本
蟹
所
收
)
④
深
浦
正
文
著
「
唯
識
學
硫
究
、
下
卷
」
一
〇
三
頁
に
負
う
と
こ
ろ
多
い
。
⑤
高
箋
堅
著
「末
法
思
想
と
隋
唐
諸
家
の
釐
」
(中
國
靉
史
論
所
收
)
⑥
拙
稿
「鎌
倉
時
代
に
於
け
る
南
都
籔
の
動
向
」
(呆
佛
警
年
墾
三
+
三
號
所
收
)
⑦
大
日
本
佛
教
全
書
、
本
朝
高
僣
傳
第
一
、
tl
O
六
頁
(解
説
に
あ
た
り
・
引
用
し
隻
獻
の
典
據
は
、
資
料
本
文
の
葦
譲
せ
ら
れ
た
い
)
一=
七
覺
憲
撰
「三
國
傳
燈
記
」
の
研
究
リニ
　
追
記
、
以
上
不
完
全
で
は
あ
る
が
、
ひ
と
先
づ
稿
を
絡
り
、
後
日
、
改
あ
て
補
足
考
究
す
る
豫
定
で
あ
る
・
爾
・
本
書
を
研
究
す
る
に
あ
た
り
、
何
か
と
御
高
配
い
た
穿
い
た
、
靂
耄
大
學
圖
書
館
の
石
川
博
道
先
生
、
阿
部
墮
先
生
・
並
龕
谷
大
學
圖
書
館
元
館
長
、
石
田
充
之
先
生
、
館
長
磯
野
辰
五
郎
先
生
、
丕
-春
生
先
生
に
樹
し
、
深
く
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。
覚
憲
撰
「
三
國
傳
燈
記
」
上
卷
・
下
卷
凡
例
一
、
本
書
は
全
三
卷
(中
卷
缺
)
、
本
文
用
紙
は
厚
手
の
楮
紙
、
兩
面
書
き
、
本
文
匡
郭
は
單
邊
(
六
・
一
×
四
・
一
寸
)
有
界
の
空
押
し
。
毎
半
葉
六
行
、
各
行
一
七
字
。
行
書
の
漢
文
で
あ
る
が
、
所
々
に
返
點
、
邊
假
名
あ
る
も
こ
れ
を
省
略
し
、
句
點
は
こ
れ
を
付
せ
ず
、
一
字
取
り
と
し
て
あ
け
て
お
い
た
。
二
、
各
章
の
標
題
を
示
す
に
、
行
間
に
朱
書
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
〔
〕
で
か
こ
い
、
一
行
取
り
と
し
て
、
こ
れ
を
示
す
こ
と
に
し
た
。
三
、
到
讀
困
難
に
し
て
不
朋
な
文
字
は
口
を
も
つ
て
し
、
將
來
こ
れ
を
訂
正
し
補
足
す
る
も
の
で
あ
る
。
覺
憲
撰
コ
ニ
國
傳
燈
記
」
の
研
究
一
二
九
二
二
〇
【
表
紙
】
三
帳
内
三
國
傳
燈
上
傳
光
曉
傳
光
砧
範
縁
【表
紙
裏
】
表
白
説
段
前
牛
如
來
成
道
濫
觴
結
集
事
在
世
三
時
迦
葉
阿
難
文
殊
等
事
滅
後
三
時
漢
土
傳
來
事
道
士
爭
驗
事
明
帝
以
前
來
不
久
事
日
本
傳
來
事
傳
印
覺
圃
三
國
傳
燈
記
〔
表
白
〕
敬
白
一
代
教
主
釋
迦
如
來
十
方
一
切
諸
簿
伽
梵
最
尊
最
勝
無
垢
稱
經
難
解
難
入
一
切
聖
教
十
地
五
修
諸
大
薩
捶
四
願
八
輩
諸
大
菩
薩
殊
文
殊
彌
勒
等
大
乘
結
集
諸
菩
薩
迦
葉
阿
難
等
小
乘
傳
法
諸
聖
者
惣
同
相
別
相
一
乘
三
乘
眞
實
住
持
等
一
切
三
寳
言
方
今
中
秋
上
旬
白
月
九
日
奉
安
圖
繪
大
織
冠
内
大
臣
影
備
香
花
燈
明
種
々
供
具
任
先
達
筆
削
講
讃
所
持
無
垢
稱
經
隨
管
見
所
及
因
演
佛
法
傳
來
所
由
講
經
之
起
何
者
夫
五
竺
梵
典
弘
干
漢
土
八
宗
法
門
傳
干
和
州
莫
不
如
來
之
方
便
大
聖
之
善
巧
衆
生
之
機
感
往
昔
結
縁
自
欽
明
聖
朝
至
今
上
御
宇
我
朝
佛
法
流
行
己
經
六
百
餘
歳
而
時
世
屡
遷
年
代
彌
遠
人
無
智
行
俗
及
磽
醗
放
逸
不
怖
六
根
之
罪
不
信
不
調
三
業
之
善
因
茲
輔
大
聖
威
抑
尺
教
驗
菩
提
樹
下
之
靈
像
今
不
知
出
沒
之
程
商
覺
憲
撰
コ
ニ
國
傳
燈
記
」
の
研
究
那
和
修
之
法
衣
其
奈
損
破
廣
狹
何
痛
哉
佛
教
當
時
將
隱
爰
我
寺
本
願
聖
靈
大
織
冠
内
大
臣
者
内
秘
菩
薩
行
外
居
人
呂
位
刻
尺
迦
如
來
等
丈
六
之
靈
像
爲
大
日
本
國
一
天
之
教
主
國
家
由
是
無
比
藤
門
由
斯
有
榮
加
之
濟
明
天
皇
師
位
四
年
戌
午
之
歳
洒
掃
門
庭
而
移
廣
嚴
之
精
舍
粧
餝
階
宇
而
像
方
丈
之
淨
室
印
屈
幅
亮
法
師
爲
其
講
匠
甫
演
維
摩
之
奥
旨
感
扣
淨
名
之
祕
肩
不
二
法
門
之
名
從
此
而
興
神
通
解
睨
之
理
自
厥
而
顯
從
其
以
際
五
百
餘
歳
至
午
今
不
退
轉
誠
知
佛
法
洪
基
只
在
此
會
者
歟
而
末
代
末
世
之
爲
体
也
無
清
信
男
女
佛
法
收
威
有
惡
行
比
丘
魔
事
爲
崇
如
醉
而
起
巓
倒
之
思
如
眠
而
寄
貞
直
之
行
彼
阿
難
如
來
之
常
隨
獪
魔
弊
故
令
佛
早
滅
度
何
況
於
未
世
比
丘
天
魔
誑
幼
識
波
旬
誘
童
蒙
哉
故
像
法
墜
地
在
今
日
在
明
日
今
佛
法
修
學
之
侶
豈
以
不
痛
哉
因
茲
少
僣
爲
令
住
持
我
國
佛
法
爲
令
不
繦
我
等
宗
ご
一二
法
乎
自
勤
修
一
座
講
經
位
々
所
興
法
利
生
事
非
彼
五
障
女
身
許
得
度
故
千
年
正
法
減
五
百
行
尼
衆
八
敬
法
故
正
法
還
復
本
哉
若
然
者
我
等
輩
身
雖
是
相
似
沙
門
志
己
在
興
隆
佛
法
所
思
既
眞
實
也
所
藩
豈
唐
捐
哉
伏
願
本
願
聖
靈
起
贔
屓
挑
我
寺
之
法
燈
春
日
權
現
耀
神
威
扶
我
等
之
佛
法
惣
日
本
國
中
諸
寺
諸
佛
宗
法
久
住
修
學
興
道
佛
法
住
持
故
國
家
泰
李
也
,國
家
泰
夲
故
率
土
復
無
爲
也
乃
至
四
生
大
小
三
界
親
錬
・同
殖
善
苗
共
結
當
果
講
莚
旨
趣
大
畧
在
此
併
任
三
寳
照
見
矣
次
尺
經
〔
成
道
濫
觴
」
抑
佛
教
之
趣
一
端
可
奉
釋
之
大
慈
大
悲
世
尊
堪
忍
世
界
能
化
爲
物
垂
八
相
作
物
之
化
逗
機
施
轉
妙
法
輪
之
業
所
以
大
師
釋
尊
二
十
住
劫
之
牛
第
九
滅
劫
之
末
摩
耶
夫
人
之
胎
内
宿
等
覺
無
垢
之
妙
體
淨
飯
大
王
之
都
中
誕
七
寳
輪
王
二
二
二
之
赤
子
初
生
時
師
行
七
歩
放
大
光
明
遍
照
十
方
日
顧
而
説
偈
言
我
生
胎
分
盡
是
最
末
後
身
我
己
得
解
睨
當
復
度
衆
生
云
々
作
是
誓
己
身
漸
長
大
遊
王
宮
四
門
見
老
人
病
人
死
人
沙
門
四
相
既
問
之
己
欲
捨
親
屬
求
無
上
果
邸
命
車
匿
進
健
陟
馬
之
蹄
諸
天
捧
是
夜
牛
出
城
行
十
四
由
旬
到
跋
伽
婆
仙
人
所
住
林
中
以
刀
剃
髪
持
妙
寳
服
買
鹿
皮
衣
於
煕
連
河
側
六
年
苦
行
詣
菩
提
樹
下
證
大
菩
提
以
智
惠
力
降
伏
魔
軍
證
大
菩
提
永
出
三
界
等
正
覺
後
初
七
日
間
思
惟
行
未
詭
法
第
〔
在
世
三
時
事
〕
①
ご
七
日
方
始
演
説
妙
理
而
如
日
光
初
現
先
照
高
山
之
峯
然
後
漸
及
幽
谷
如
是
佛
日
出
魔
界
頓
悟
先
熟
漸
機
後
成
是
以
第
二
七
日
爲
頓
悟
之
人
先
誂
究
竟
大
乘
花
嚴
經
法
界
唯
心
之
理
十
々
無
盡
之
旨
誠
是
純
諸
菩
薩
之
教
故
非
聲
聞
縁
覺
之
分
三
七
日
後
方
轉
三
乘
通
行
法
輪
所
謂
爲
解
騰
陳
如
等
五
人
轉
四
阿
嚴
藏
法
輪
是
也
空
所
執
實
我
唯
留
薀
處
界
等
法
己
悟
梁
淨
因
果
漸
登
三
乘
聖
位
次
於
鷲
嶺
等
説
無
相
大
乘
十
六
會
般
若
破
初
時
法
有
執
後
演
説
深
密
楞
伽
法
花
涅
槃
等
了
義
大
乘
教
遣
空
有
二
邊
之
迷
會
唯
心
中
道
之
理
蕩
小
聖
懸
崖
之
思
列
夲
等
大
會
之
席
是
名
如
來
在
世
有
空
中
道
三
時
若
獨
頓
悟
機
唯
一
時
而
無
二
一二
故
宗
家
釋
云
爲
樹
漸
悟
説
教
三
時
若
樹
頓
悟
無
三
時
別
云
々
始
從
初
成
正
覺
時
読
高
山
頓
大
花
嚴
絡
至
赴
涅
槃
金
棺
宣
大
口
餘
殘
雖
可
度
之
類
皆
悉
度
畢
而
如
來
大
悲
爾
未
萎
竭
雖
大
悲
盡
來
際
根
機
不
相
稱
八
十
年
之
夕
二
月
十
五
日
夜
佛
日
隱
干
雙
林
法
水
咽
〔
迦
葉
之
事
〕
午
提
河
爾
時
大
迦
葉
尊
者
宴
坐
山
林
問
忽
燭
光
明
又
大
地
震
動
大
迦
葉
覩
之
日
是
何
鮮
以
天
眼
現
見
佛
世
尊
於
雙
林
閥
入
涅
槃
之
瑞
相
也
六
欲
諸
天
乃
至
遍
淨
天
子
等
見
諸
羅
覺
憲
撰
「
三
國
傳
燈
記
」
の
研
究
漢
皆
般
涅
槃
心
自
念
言
佛
日
既
滅
諸
弟
子
等
亦
隨
隱
沒
象
王
己
逝
象
子
亦
隨
法
商
既
去
從
誰
求
法
寳
爾
時
諸
天
禮
迦
葉
足
而
説
偈
言
耆
年
欲
悉
煩
惱
己
除
其
形
譬
如
紫
金
柱
上
下
端
嚴
妙
無
比
眼
目
清
淨
如
蓮
華
云
々
印
白
迦
葉
云
仁
者
知
不
法
船
破
法
城
頽
法
海
竭
法
燈
欲
滅
法
人
欲
去
行
道
人
少
惡
人
轉
盛
當
以
大
悲
建
立
佛
法
爾
時
大
迦
葉
心
如
大
海
澄
淨
不
動
良
久
而
答
云
如
汝
言
印
受
其
請
己
諸
天
禮
迦
葉
足
己
忽
然
不
現
因
〔
迦
葉
結
集
事
〕
③
茲
迦
葉
尊
者
爲
結
集
如
來
遺
法
住
須
彌
山
頂
撃
銅
健
槌
説
一
偈
言
佛
諸
弟
子
若
念
於
佛
當
報
佛
恩
莫
入
涅
槃
云
々
是
健
槌
聲
傳
迦
葉
語
遍
三
千
界
皆
悉
聞
知
故
諸
大
弟
子
得
神
通
者
皆
悉
來
集
會
至
迦
葉
所
是
時
迦
葉
尊
者
告
諸
衆
云
如
來
寂
滅
世
界
空
虚
當
集
法
藏
開
報
二
二
一二
佛
恩
其
有
具
三
明
得
六
通
聞
持
不
謬
辨
才
無
礙
如
斯
上
人
宜
從
結
集
自
餘
學
果
各
歸
所
安
爰
得
九
百
九
十
九
人
唯
除
阿
難
〔
付
阿
難
結
集
事
〕
④
在
學
地
迦
葉
告
阿
難
云
汝
未
盡
漏
宜
出
聖
衆
阿
難
恥
泣
而
日
隨
侍
如
來
多
歴
年
歳
毎
有
法
識
曾
未
棄
遣
至
將
結
集
今
何
擯
斥
迦
葉
諌
阿
難
云
勿
懷
憂
惱
汝
親
侍
佛
誠
復
多
聞
然
愛
感
未
盡
習
結
未
斷
是
時
阿
難
辭
屈
而
出
至
空
寂
處
途
證
羅
漢
果
畢
往
結
集
所
叩
門
白
至
此
迦
葉
問
日
汝
結
盡
耶
若
然
者
宜
運
神
通
非
門
而
入
阿
難
承
命
從
鑰
陳
入
禮
僣
己
畢
退
而
復
座
爾
時
迦
葉
擧
手
云
善
來
阿
難
便
坐
高
座
修
理
衆
僭
迦
葉
擧
聲
大
命
衆
生
欲
度
世
人
皆
來
詣
此
如
佛
所
読
種
々
諸
法
除
衆
生
苦
阿
難
當
説
十
方
當
聞
是
時
天
龍
鬼
神
四
部
弟
子
四
果
聖
人
諸
王
兵
衆
聞
聲
皆
至
波
旬
聞
名
聲
茲
來
到
此
波
旬
心
念
一
如
來
滅
度
更
有
三
二
二
四
賢
聖
阿
難
結
盡
迦
葉
頂
光
那
律
徹
現
照
大
千
界
雖
喜
瞿
曇
如
來
涅
槃
不
妬
三
聖
所
得
廣
大
然
法
己
以
衰
有
何
所
口
師
以
方
便
滅
法
及
人
起
化
四
共
圍
遶
大
會
令
出
可
怖
畏
聲
阿
難
以
智
惠
力
迦
葉
以
精
進
力
申
乎
捕
魔
三
屍
繋
咽
人
屍
狗
屍
蛇
屍
也
是
時
波
旬
謝
迦
葉
請
冤
脱
迦
葉
不
放
更
又
乞
阿
難
爾
時
阿
難
迦
葉
倶
令
波
旬
起
誓
然
後
方
得
冤
阿
難
在
衆
中
如
滿
月
明
帝
尺
在
右
梵
王
在
左
宛
如
佛
在
時
阿
難
無
畏
容
儀
魏
々
如
日
光
明
頂
有
日
光
普
照
大
會
阿
難
一
心
合
掌
向
佛
涅
槃
方
説
偈
言
佛
初
読
法
時
爾
時
我
不
見
如
是
展
轉
聞
佛
在
波
羅
捺
佛
爲
五
比
丘
初
開
甘
露
門
読
四
眞
諦
法
苦
集
盡
道
諦
阿
若
騰
陳
如
最
初
得
見
道
八
萬
諸
天
衆
皆
茲
入
道
跡
文
千
阿
羅
漢
聞
此
語
己
上
昇
盧
空
高
七
多
羅
樹
皆
言
無
常
力
大
我
等
眼
見
佛
誂
法
今
乃
言
我
聞
便
説
偈
言
我
見
佛
身
相
獪
如
紫
金
山
妙
相
衆
徳
滅
唯
有
名
獨
在
是
故
當
方
便
求
出
於
三
界
勤
集
諸
善
法
涅
槃
最
安
樂
阿
難
長
歎
如
師
子
振
歓
回
顧
衆
生
諡
聞
如
是
及
一
時
己
地
爲
振
動
一
億
天
人
盡
得
法
眼
聞
是
法
己
天
神
及
人
三
千
比
丘
皆
得
漏
盡
不
還
八
千
一
來
十
千
無
數
天
人
得
見
道
跡
眞
諦
三
藏
引
微
細
律
云
阿
難
昇
座
集
法
藏
時
身
如
諸
佛
具
諸
相
好
下
座
之
時
還
復
本
形
云
々
衆
生
三
疑
一
疑
佛
大
悲
從
涅
槃
起
更
読
妙
法
二
疑
更
有
佛
從
他
方
來
住
此
説
法
三
疑
彼
阿
難
轉
身
成
佛
爲
衆
説
法
今
如
是
我
聞
者
遣
此
三
疑
也
所
謂
如
是
所
説
法
我
昔
侍
佛
親
所
曾
聞
非
佛
處
起
非
他
方
佛
至
非
阿
難
轉
身
成
佛
也
故
經
初
云
如
是
我
聞
也
但
集
修
多
羅
等
三
藏
諸
部
異
説
所
謂
集
藏
傳
云
阿
難
結
集
諸
經
以
爲
一
藏
律
爲
二
藏
大
法
爲
三
藏
祿
諸
異
法
合
集
衆
雜
復
爲
一
藏
云
々
是
四
藏
倶
阿
難
結
集
師
大
衆
部
義
也
依
四
分
律
者
阿
難
集
二
藏
優
婆
離
集
眦
奈
耶
藏
是
覺
憲
撰
コ
ニ國
傳
燈
記
」
の
研
究
法
藏
部
義
也
眞
諦
三
藏
部
執
論
疏
云
迦
葉
令
阿
難
頌
五
阿
含
集
爲
經
藏
令
冨
樓
那
誦
阿
眦
曇
名
付
法
藏
令
優
婆
離
誦
眦
奈
耶
名
爲
律
藏
云
々
是
薩
婆
多
部
義
慈
恩
大
師
以
西
域
記
設
爲
大
乘
正
説
所
謂
阿
難
集
素
咀
纜
藏
優
婆
離
集
毘
奈
耶
藏
迦
葉
波
集
阿
毘
逹
磨
藏
是
也
今
所
結
集
者
是
小
乘
三
藏
摩
掲
陀
國
竹
林
園
西
南
行
五
六
里
南
山
之
陰
大
竹
林
中
有
大
石
室
王
舍
城
七
葉
窟
是
也
於
此
所
安
居
初
十
五
日
初
結
集
之
雨
三
月
盡
〔
文
殊
結
集
事
〕
②
集
三
藏
畢
若
言
結
集
大
乘
三
藏
文
殊
彌
勒
等
菩
薩
於
鐵
圍
山
間
結
集
之
故
慈
恩
大
師
釋
云
韜
光
於
智
惠
之
日
晦
迹
於
涅
槃
之
山
金
口
無
復
金
聲
化
形
息
於
化
物
諸
菩
薩
等
恐
議
年
代
綿
遠
正
法
滄
沈
相
萃
輪
園
共
識
結
集
僉
言
大
聖
貽
則
豈
唯
獨
盆
當
時
茲
令
末
代
含
靈
同
禀
斯
敏
佛
雖
滅
度
其
言
徇
二
二
五
存
途
請
曼
殊
室
利
菩
薩
而
爲
上
首
重
宣
佛
語
方
書
貝
葉
云
々
由
此
可
謂
大
乘
經
中
言
如
是
我
聞
者
傳
法
菩
薩
自
指
己
身
所
謂
曼
殊
室
利
是
也
小
乘
經
中
云
我
聞
者
是
傳
法
聖
者
阿
難
指
自
身
也
但
慈
恩
所
釋
申
云
西
域
相
傳
阿
難
妙
吉
詳
等
諸
大
菩
薩
集
大
乘
三
藏
者
以
二
義
可
成
其
心
一
依
集
法
藏
經
闍
王
懺
悔
經
正
法
念
經
金
剛
山
論
等
者
有
三
阿
難
一
阿
難
此
云
慶
喜
持
聲
聞
藏
二
阿
難
跋
陀
此
云
喜
賢
持
獨
覺
藏
三
阿
難
伽
羅
此
云
喜
海
持
菩
薩
藏
若
准
香
口
大
師
意
者
是
各
別
三
人
歟
若
爾
喜
海
是
大
菩
薩
能
持
大
乘
故
阿
難
結
集
大
乘
三
藏
也
若
依
吉
藏
法
師
天
臺
大
師
及
租
師
慈
恩
御
意
者
但
是
一
人
隨
徳
別
名
依
此
意
者
阿
難
雖
聲
聞
實
是
大
菩
薩
故
爲
大
乘
結
集
俘
歟
故
大
師
釋
言
阿
難
多
聞
々
持
其
聞
積
集
三
惠
齊
滿
文
義
並
持
於
三
藏
教
惣
持
自
在
云
々
何
況
涅
槃
經
中
阿
難
具
八
不
思
議
徳
之
中
第
八
如
來
所
有
二
二
六
祕
密
言
教
並
結
解
了
云
々
故
爲
大
乘
結
集
之
俘
無
過
也
諸
大
菩
薩
諸
大
羅
漢
等
如
此
結
集
如
來
所
説
大
小
乘
三
藏
教
法
訖
或
證
涅
槃
或
歸
〔
滅
後
三
時
事
〕
⑥
本
土
爰
滅
後
弘
經
其
類
寔
繁
摩
訶
提
婆
諍
五
事
小
乘
部
執
競
興
衆
生
多
著
有
見
龍
猛
菩
薩
證
歡
喜
地
採
集
大
乘
無
相
空
教
造
中
論
等
究
暢
眞
要
除
彼
有
見
聖
提
婆
等
諸
大
論
師
造
百
論
等
弘
闕
大
義
衆
生
復
著
空
見
無
着
菩
薩
亦
登
初
地
證
法
見
定
得
大
紳
逋
事
大
慈
尊
請
説
瑜
伽
論
大
聖
慈
氏
下
中
天
竺
踰
闍
國
經
四
月
夜
分
誂
十
七
地
論
理
無
不
窮
事
無
不
盡
文
無
不
釋
義
無
不
證
疑
無
不
去
執
無
不
破
行
無
不
修
果
無
不
證
正
爲
菩
提
令
於
諸
乘
境
行
果
等
皆
得
善
巧
勤
修
大
行
證
大
菩
提
廣
爲
有
情
常
無
倒
説
論
爲
餘
乘
令
依
自
法
修
自
分
行
得
自
乘
果
最
勝
子
菩
薩
以
偈
歎
此
論
云
此
論
殊
勝
若
蓮
華
獪
妙
寳
藏
如
大
海
具
顯
諸
乘
廣
大
義
善
釋
其
文
無
有
遺
云
々
所
以
中
宗
五
分
盛
行
於
四
天
椙
應
十
支
傳
流
於
五
印
誠
是
至
極
中
道
能
離
有
無
之
邊
〔
漢
土
傳
來
〕
⑦
師
以
之
名
滅
後
三
時
也
。
爰
如
來
滅
後
一
千
年
後
如
來
遐
教
方
傳
於
漢
土
後
漢
明
帝
以
永
李
七
年
甲
子
夢
見
金
人
身
長
丈
六
紫
摩
金
色
項
儡
日
輪
留
顯
萬
字
光
明
赫
奕
飛
在
殿
前
明
帝
夢
醒
明
日
博
問
群
呂
此
何
神
異
爰
通
人
傳
毅
奏
明
帝
日
臣
聞
西
域
有
得
道
者
號
之
日
佛
階
下
所
夢
將
必
是
李
常
信
用
之
詔
遣
蔡
倍
秦
景
等
一
十
八
人
往
天
竺
尋
訪
佛
法
蔡
倍
等
到
月
支
國
印
遇
摩
騰
法
蘭
二
人
賢
聖
秦
景
等
固
請
之
誓
志
佛
道
不
辭
疲
苦
師
共
秦
景
等
胃
渉
流
沙
至
干
洛
邑
綵
畫
釋
迦
立
像
井
四
十
二
章
經
等
駄
以
白
馬
永
夲
十
年
丁
夘
十
二
月
十
三
日
達
干
漢
朝
明
帝
深
以
恭
敬
皇
都
西
門
外
立
精
舍
號
日
白
馬
寺
諸
州
相
競
報
白
馬
恩
摩
縢
於
白
馬
覺
憲
撰
「
三
國
傳
燈
記
」
の
研
究
寺
譯
出
四
十
二
章
經
印
是
漢
地
經
論
沙
門
之
始
也
大
化
初
傳
人
未
深
信
薀
其
妙
解
不
多
翻
之
摩
騰
卒
後
法
蘭
又
譯
十
地
斷
結
經
等
四
部
又
昔
漢
武
帝
穿
昆
明
池
底
得
黒
灰
武
帝
問
之
東
方
朔
印
報
日
非
所
知
可
問
西
域
胡
人
法
蘭
既
至
時
退
以
問
之
法
蘭
奏
白
世
界
絡
盡
劫
火
洞
燒
此
灰
是
也
東
方
朔
柔
〔道
土
爭
驗
事
〕
⑧
既
有
徴
信
者
甚
衆
丞
牛
十
四
年
正
月
一
日
五
岳
諸
山
道
士
等
朝
正
之
次
上
表
請
與
西
域
道
人
試
驗
決
其
眞
僞
道
士
等
總
明
利
智
博
通
道
教
或
履
水
而
行
水
不
能
溺
或
積
薪
自
燒
火
不
能
損
或
白
日
舜
天
或
隱
形
於
地
作
種
々
咒
禁
策
使
鬼
神
經
方
藥
法
術
無
不
能
者
明
帝
日
無
自
辱
哉
恐
以
螢
火
之
光
望
日
月
之
暉
道
士
等
既
所
信
帝
邸
許
至
此
月
十
五
日
夲
且
惣
集
白
馬
寺
與
汝
等
比
校
歡
喜
而
去
至
十
一
日
明
帝
詣
白
馬
寺
向
摩
縢
法
蘭
二
二
二
七
法
師
稽
首
日
請
五
岳
道
士
與
法
師
比
檢
弟
子
輙
不
自
重
邑
祕
許
尅
此
月
十
五
日
願
法
師
垂
哀
開
靦
法
藥
此
時
摩
騰
法
師
報
日
如
來
滅
後
一
千
餘
年
正
教
東
流
法
不
虚
設
道
士
欲
試
今
正
此
時
今
仰
論
正
法
諸
佛
威
得
爲
開
悟
又
法
蘭
法
師
云
龍
吟
雲
起
非
蛭
蚓
所
能
虎
嘯
風
生
非
跛
驢
所
及
明
帝
聞
此
言
心
大
歡
喜
勅
有
司
令
井
供
設
并
勅
文
武
内
外
官
人
十
五
日
夲
旦
普
集
白
馬
寺
十
三
日
諸
道
士
白
馬
寺
南
門
外
道
東
置
三
壇
南
岳
道
士
楮
善
信
等
七
十
人
帶
一
百
三
卷
書
華
岳
道
士
劉
正
念
等
七
十
人
將
六
十
二
局
書
恒
岳
道
士
桓
文
慶
等
七
十
人
帶
八
十
卷
書
岱
岳
道
士
焦
得
心
等
七
十
人
帶
八
十
五
卷
嵩
岳
道
士
呂
惠
通
等
一
百
四
十
人
帶
九
十
五
卷
書
五
台
山
等
八
山
道
士
郡
文
信
等
二
百
七
十
人
帶
八
十
四
卷
書
都
五
百
五
十
四
局
道
教
置
之
西
壇
二
十
七
家
經
書
惣
二
百
三
十
二
二
八
五
卷
置
之
中
壇
饌
食
奠
祀
百
靈
置
之
東
壇
十
四
日
帝
設
七
寳
行
殿
在
寺
南
門
外
道
西
置
佛
舍
利
及
佛
經
像
至
十
五
日
帝
謂
道
士
日
汝
等
欲
試
驗
今
正
是
時
先
顯
汝
等
所
能
以
覗
大
衆
道
士
等
在
勅
師
以
柴
荻
和
栴
檀
流
水
香
積
遶
西
壇
經
教
上
啼
泣
啓
告
日
上
啓
衆
仙
百
靈
今
胡
神
亂
夏
人
主
信
邪
置
經
壇
上
以
火
取
驗
欲
開
曉
末
聞
使
有
所
信
便
放
火
燒
經
々
從
火
化
悉
成
灰
燼
道
士
等
見
火
焚
經
心
火
驚
怖
先
時
舜
天
者
不
復
能
昇
先
時
能
隱
形
者
不
復
能
隱
先
時
入
火
者
不
復
能
入
先
時
善
咒
禁
者
呼
策
不
應
道
士
等
大
生
慚
愧
爾
時
大
傳
張
衞
語
南
岳
道
士
楮
善
信
日
汝
今
所
試
無
驗
印
是
虚
妄
宜
就
西
域
眞
法
楮
善
信
不
答
與
南
岳
道
士
費
殊
二
人
在
衆
中
自
憾
而
死
門
從
子
弟
歸
葬
南
岳
爾
時
舍
利
放
五
色
光
明
直
上
空
中
旋
環
如
蓋
遍
覆
大
衆
映
蔽
日
輪
摩
騰
法
師
先
得
羅
漢
果
以
慈
善
力
踊
身
高
飛
行
臥
空
中
作
十
八
反
神
化
自
在
還
坐
本
處
恰
然
而
住
干
時
天
雨
寳
華
在
佛
殿
及
衆
僣
上
又
聞
空
中
諸
樂
之
音
感
動
人
情
大
衆
歡
喜
歎
未
曾
有
法
蘭
法
師
師
読
偈
日
狐
非
師
子
類
燈
非
日
月
明
池
無
巨
海
納
丘
無
嵩
岳
蠑
法
雲
垂
世
界
善
種
得
開
萌
顯
通
希
有
法
處
々
化
群
生
云
々
明
帝
印
從
座
起
頂
禮
法
蘭
法
師
足
勅
諸
大
衆
云
欲
求
法
前
近
法
師
座
爾
時
大
衆
圍
遶
法
蘭
法
師
數
百
餘
重
法
師
又
出
大
梵
音
微
妙
第
一
歎
佛
功
徳
不
思
議
茲
會
大
衆
稱
揚
三
寳
讃
述
善
法
又
説
人
天
因
縁
地
嶽
惡
報
或
読
小
乘
阿
眦
曇
或
読
大
乘
摩
訶
衍
或
説
懺
悔
滅
罪
或
説
出
家
功
徳
此
時
四
岳
諸
山
道
士
呂
惠
通
等
六
百
二
十
八
發
心
出
家
五
品
以
上
九
十
三
人
出
家
九
品
以
上
一
百
七
十
五
人
出
家
京
都
治
民
張
子
筒
等
二
百
覺
憲
撰
コ
ニ
國
傳
燈
記
」
の
研
究
七
十
人
出
家
明
帝
後
宮
陰
夫
人
王
捷
姉
等
一
百
九
十
人
出
家
京
都
治
民
婦
女
阿
潘
等
一
百
二
十
一
人
出
家
十
六
日
明
帝
共
大
臣
井
文
武
數
百
人
與
出
家
者
剃
髪
日
々
設
供
夜
々
燃
燈
作
種
々
伎
樂
比
至
三
十
日
法
衣
瓶
鉢
悉
施
訖
師
立
十
寺
城
外
七
寺
安
僧
城
内
三
寺
安
尼
漢
朝
佛
法
從
此
盛
也
尺
教
相
繼
雲
興
沙
門
接
踵
傳
譯
佛
教
莫
大
不
〔
明
帝
以
前
來
不
久
事
〕
⑥
遑
稱
美
者
也
佛
教
傳
辰
旦
明
帝
以
前
粗
有
之
所
謂
如
來
滅
後
一
百
餘
年
中
天
竺
摩
掲
陀
國
倶
口
摩
城
有
阿
育
王
收
佛
舍
利
役
使
鬼
神
散
起
八
萬
四
千
寳
塔
遍
滿
炎
淨
提
辰
旦
九
州
之
中
普
有
此
寳
塔
寺
故
知
佛
法
周
世
到
漢
地
而
至
秦
始
皇
三
十
四
年
梵
燒
典
籍
塔
婆
由
之
隱
又
始
皇
之
時
有
外
國
沙
門
釋
利
防
等
一
十
八
賢
者
將
來
佛
經
獻
始
皇
皇
不
從
途
國
禁
利
防
等
二
二
九
夜
有
金
剛
丈
六
人
來
破
獄
出
之
始
皇
驚
怖
稽
首
禮
謝
故
知
又
佛
法
來
工-
秦
代
然
而
教
傳
來
機
不
合
無
縁
流
通
至
後
漢
明
帝
教
與
機
相
應
世
人
修
行
之
故
以
明
帝
爲
支
那
佛
法
之
始
也
佛
法
未
渡
漢
土
以
前
如
來
利
物
之
方
便
不
可
思
議
故
清
淨
法
行
經
云
佛
遣
三
弟
子
辰
且
教
化
儒
童
菩
薩
彼
稱
孔
丘
光
淨
菩
薩
彼
云
顔
回
摩
訶
迦
葉
彼
稱
老
子
云
々
内
典
天
地
經
云
佛
遣
三
聖
化
彼
東
土
迦
葉
菩
薩
彼
稱
老
子
云
々
三
歸
則
如
君
子
求
三
畏
五
戒
又
同
仁
義
禮
智
信
是
師
自
淺
至
深
之
方
便
從
世
間
及
出
世
之
發
端
也
〔
日
本
傳
來
事
〕
⑩
漢
土
佛
法
來
干
我
大
日
本
國
者
欽
明
天
皇
御
宇
十
三
年
壬
申
冬
十
月
十
三
日
辛
酉
百
濟
國
聖
明
王
始
獻
金
銅
尺
迦
佛
像
一
躯
並
經
論
幡
蓋
等
其
表
云
是
法
於
諸
法
中
二
三
σ
最
爲
殊
勝
難
解
難
入
周
公
孔
子
徇
不
能
知
此
法
能
生
無
量
無
邊
幅
徳
果
報
乃
至
成
辨
無
上
菩
提
如
人
懷
隨
意
寳
所
須
依
情
此
妙
法
最
尊
然
所
願
隨
情
無
所
念
少
遠
自
天
竺
爰
泊
三
韓
依
教
奉
持
無
不
尊
敬
渡
傳
帝
國
流
通
畿
内
佛
之
所
記
我
法
東
流
矣
天
皇
聞
己
歡
喜
踊
躍
詔
使
者
云
朕
從
昔
來
未
曾
得
聞
如
是
微
妙
之
法
然
朕
不
能
自
決
乃
歴
問
群
臣
日
西
蕃
獻
佛
相
貌
端
嚴
全
未
曾
有
可
禮
不
蘇
我
大
臣
奏
日
西
蕃
諸
國
一
皆
禮
之
日
本
豈
獨
背
哉
物
部
大
連
尾
興
中
臣
鎌
子
等
奏
云
我
國
家
之
王
天
下
者
恒
以
天
地
祗
櫻
百
八
十
神
春
夏
秋
冬
祭
爲
事
然
今
改
拜
蕃
神
恐
致
國
聯
之
怒
天
皇
日
宜
隨
情
願
付
蘇
我
大
臣
試
令
禮
拜
大
臣
悗
受
安
置
小
治
田
家
勤
修
出
世
之
業
次
捨
向
原
家
爲
寺
是
時
疾
疫
盛
興
矣
於
是
物
部
尾
興
大
連
等
奏
日
不
須
臣
等
之
計
致
此
病
死
縱
火
燔
寺
干
時
無
風
雲
而
雨
火
災
大
殿
雖
朝
議
紛
紜
彼
此
異
論
而
天
皇
崇
重
普
布
海
内
其
後
敏
逹
天
皇
御
宇
十
三
年
美
卵
始
排
道
場
今
豐
浦
尼
寺
是
也
十
三
年
甲
辰
嶋
大
臣
奏
天
皇
復
興
佛
法
經
營
佛
殿
於
宅
東
乃
石
川
宅
也
崇
峻
天
皇
御
宇
五
年
歳
次
王
子
嶋
大
臣
起
大
法
興
寺
今
飛
鳥
寺
是
也
推
古
天
皇
御
宇
美
丑
秋
九
月
上
宮
太
子
起
四
天
王
寺
今
難
波
四
天
王
寺
是
也
十
五
年
丁
抑
上
宮
太
子
造
法
隆
寺
今
鵤
寺
是
也
舘
明
天
皇
御
宇
十
一
年
冬
十
一
月
建
九
重
塔
於
百
濟
川
側
今
大
安
寺
是
也
今
如
來
逶
法
續
雖
傳
干
我
國
未
有
智
人
傳
受
各
弘
宗
趣
、
覺
憲
撰
「
三
國
傳
燈
記
」
の
研
究
註①
『
大
乘
法
苑
義
林
章
』
卷
一
本
大
正
蔵
經
第
四
十
五
卷
二
四
八
頁
中
段
『
成
唯
識
論
述
記
』
卷
一
本
大
正
藏
經
第
四
十
三
卷
二
二
九
頁
下
段
『
成
唯
識
論
了
義
燈
』
卷
一
本
大
正
蔵
經
第
四
十
三
卷
六
六
〇
頁
下
段
②
『
大
乘
法
苑
義
林
章
』
卷
二
大
正
蘿
第
四
+
五
卷
二
六
八
,
頁
中
段
③
『
大
乘
法
苑
義
林
章
』
卷
二
大
正
藏
經
第
四
+
五
卷
二
六
九
頁
上
段
④
『
大
乘
法
苑
義
林
章
』
卷
二
大
正
藏
經
第
四
十
五
卷
二
六
九
頁
下
段
⑤
『
大
乘
法
苑
義
林
章
』
卷
二
大
正
藏
經
第
四
十
五
卷
二
七
〇
頁
下
段
⑥
『
成
唯
識
論
了
義
燈
』
卷
一
本
大
正
藏
經
第
四
十
三
卷
六
五
九
頁
上
段
⑦
『
高
僭
傳
』
卷
一
大
正
第
五
十
卷
三
二
二
頁
下
段
『
大
唐
内
典
録
』
卷
一
大
正
第
五
十
五
卷
二
二
〇
頁
中
段
『
集
古
今
佛
道
論
衡
』
甲
大
正
藏
經
第
五
十
二
卷
三
六
三
頁
下
段
『
廣
弘
明
集
』
卷
九
大
正
藏
經
第
五
十
二
卷
一
四
七
頁
下
段
『
開
元
釋
教
録
』
卷
一
大
正
藏
經
第
五
十
五
卷
四
七
八
頁
上
段
二
一
二
ご
三
一.一
『
續
集
古
今
佛
道
論
衡
』
卷
一
大
正
藏
經
第
五
十
二
卷
三
九
七
頁
下
段
⑧
『
集
古
今
佛
道
論
衡
』
甲
大
正
藏
經
第
五
十
二
卷
三
六
三
頁
下
段
『
績
集
古
今
佛
道
論
衡
』
卷
一
大
正
藏
經
第
五
十
二
卷
三
九
八
頁
中
段
『
破
邪
論
』
卷
上
大
正
藏
經
第
五
十
二
卷
四
七
九
頁
中
段
⑨
『
破
邪
論
』
卷
上
大
正
藏
經
第
五
十
二
卷
四
七
八
頁
下
段
同
上
四
八
四
頁
下
段
.
⑩
『
日
本
書
紀
』
卷
十
九
、
国
史
大
系
第
一
卷
下
七
六
頁
〔
表
紙
〕
三
帳
内
三
國
傳
燈
記
下
卷
傳
光
曉
傳
光
砧
範
縁
〔
表
紙
裏
〕
傳
印
覺
説
段
殘
國
土
料
簡
時
代
料
簡
末
代
殊
可
護
佛
法
事
四
衆
共
可
欣
信
智
事
廻
向
旨
趣
所
句
廻
向
國
覺
憲
撰
「
三
國
傳
燈
記
」
の
研
究
二
三
三
〔
國
土
時
代
料
簡
先
國
土
事
〕
〔
設
明
殘
也
〕
我
日
本
葦
原
境
者
邊
土
中
邊
土
小
國
中
之
小
國
也
震
旦
一
州
徇
渡
百
萬
里
之
波
濤
月
支
五
印
況
隔
幾
千
萬
之
山
河
因
茲
昔
天
竺
婆
羅
門
僭
正
善
無
畏
三
藏
人
雖
適
際
臨
我
聖
朝
而
我
國
緇
素
未
曾
一
人
達
印
度
蓋
是
邊
國
之
令
然
故
也
恨
者
生
彌
離
車
之
境
隔
拜
見
於
五
竺
之
聖
跡
在
佛
滅
後
之
末
囑
行
證
於
正
法
之
住
世
如
來
成
道
之
地
唯
聞
名
而
不
望
遺
跡
正
法
開
演
之
處
纔
披
記
而
不
見
其
實
顧
身
出
離
無
期
也
推
時
十
惡
濫
傾
也
更
何
歳
月
謁
何
聖
衆
翻
無
始
妄
熏
習
0
發
一
念
菩
薩
心
哉
爰
披
護
命
僭
正
釋
息
我
等
卑
下
知
我
國
祚
妙
所
謂
大
日
本
國
者
南
州
之
中
有
二
中
州
中
迹
末
羅
州
是
也
准
何
得
知
既
不
大
州
非
四
大
州
隨
一
又
五
百
小
州
或
無
有
人
或
有
非
人
或
唯
空
居
也
所
以
日
本
②
國
當
中
州
也
案
西
域
記
或
有
唯
學
小
乘
如
二
一二
四
怯
沙
國
等
或
有
唯
學
大
乘
如
瞿
薩
旦
那
國
或
有
大
小
兼
學
如
奔
那
代
禪
那
國
等
或
有
宗
事
天
神
不
信
佛
法
故
自
佛
興
迄
于
今
尚
未
建
立
伽
藍
如
迦
摩
縷
波
國
土
又
有
外
道
誹
謗
佛
法
害
生
祠
天
以
此
因
縁
多
墮
地
獄
者
又
大
唐
國
多
有
道
士
欲
興
自
法
亦
謗
佛
法
然
我
日
本
國
聖
朝
都
無
此
類
傾
捨
國
封
建
立
諸
寺
多
度
檜
尼
復
大
小
經
論
及
章
疏
等
多
分
皆
來
所
以
三
學
之
輩
年
々
不
少
四
部
之
徒
歳
々
良
多
權
現
聖
人
和
光
垂
迹
感
應
大
士
人
同
塵
利
生
花
嚴
宗
今
辰
最
要
我
此
日
本
大
乘
世
界
聖
皇
重
代
崇
仰
三
蜜
賢
臣
繼
跡
安
養
四
民
聞
昔
見
今
方
是
大
乘
根
性
世
界
云
々
先
徳
此
謂
尤
實
哉
案
日
本
國
佛
法
流
布
由
來
菰
來
滅
後
一
百
年
中
阿
輸
迦
王
起
寳
塔
出
此
國
繼
體
天
皇
感
佛
像
於
和
州
自
後
欽
明
天
皇
歸
依
尺
迦
佛
像
上
宮
太
子
弘
通
法
花
妙
典
聖
王
累
代
歸
依
三
寳
賢
臣
繼
踵
修
行
一
乘
傾
捨
國
寳
建
立
寺
塔
割
分
家
財
崇
重
大
乘
赤
子
之
愍
降
於
萬
民
寒
暑
之
恩
及
於
四
衆
南
北
弘
眞
宗
顯
密
修
佛
法
由
此
毎
國
翫
摩
訶
衍
毎
家
求
一
佛
乘
應
謂
日
本
國
是
大
乘
善
根
之
界
人
衆
菩
薩
種
姓
之
②
類
也
故
八
十
花
嚴
菩
薩
住
處
品
云
海
中
有
處
名
金
剛
山
從
昔
己
來
諸
菩
薩
衆
於
中
止
住
現
有
菩
薩
名
日
法
起
與
其
眷
屬
諸
菩
薩
衆
千
二
百
人
倶
常
在
其
中
而
演
読
法
云
々
金
剛
山
者
帥
擬
我
朝
葛
木
山
也
此
縁
起
者
大
唐
國
第
三
仙
人
日
本
國
役
優
婆
塞
金
剛
山
法
起
菩
薩
金
峯
山
大
政
威
徳
箕
面
山
龍
樹
菩
薩
瀧
基
大
聖
不
動
尊
三
世
遊
化
隨
類
身
愛
惜
留
跡
是
箕
面
云
云
以
不
可
輕
此
國
諸
佛
大
聖
之
所
居
山
也
可
貴
於
其
人
菩
薩
乘
性
之
所
淨
沈
也
我
朝
佛
法
流
'
自
欽
明
天
皇
御
一宇
十
三
年
壬
申
'至
今
上
陛
下
承
安
三
年
美
覺
憲
撰
コ
ニ
國
傳
燈
記
」
の
研
究
巳
合
經
六
百
廿
二
年
也
而
佛
法
依
人
而
久
住
是
亦
由
人
而
衰
滅
爰
末
代
道
俗
爲
體
也
恐
爲
佛
法
隱
沒
之
基
者
歟
在
家
男
女
信
心
是
疎
不
重
三
寳
出
家
僣
尼
智
行
闕
少
名
利
思
深
時
中
櫓
侶
之
不
當
近
代
殊
以
甚
形
似
沙
門
心
未
出
家
改
登
大
僭
戒
壇
而
爲
登
戒
比
丘
爲
名
利
修
學
佛
法
思
伎
藝
學
無
生
理
智
人
付
其
甚
僑
慢
之
心
愚
者
隨
其
深
嫉
妬
之
思
動
諸
寺
闘
亂
修
學
爲
之
廢
或
怨
焚
燒
寺
塔
不
懼
泥
黎
之
報
或
故
致
多
少
之
人
不
褝
大
聖
之
所
別
或
先
徳
云
凡
夫
與
凡
夫
樂
顯
他
失
聖
人
與
聖
人
更
表
其
徳
是
爲
頼
耳
云
々
其
演
誠
乎
⑧
仁
王
般
若
經
云
大
王
我
滅
度
後
未
來
世
中
四
部
弟
子
諸
小
國
王
太
子
王
子
乃
是
住
持
護
三
寳
者
爰
滅
破
三
寳
如
師
子
身
中
虫
自
食
師
ヱ
・
非
外
道
也
云
々
四
部
弟
子
住
據
佛
法
國
王
百
官
擁
護
三
寳
佛
教
依
此
二
ロ
デ
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住
世
間
而
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